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第 1章

1　Welcome...
この度は、YAMAHA 01X をお買い求め頂き、誠に有り難うござい
ます。

Mac OS X 10.3.3 で正式サポートされた「mLANプロトコル」を採用
したYAMAHA 01Xと、世界的に多くの支持を得ている音楽制作ツー
ル Emagic Logic Pro。この両者の組み合わせにより新たに得られる
創造的なクリエイティブ・ワールド。その一端をご紹介します。

種々のハードウェア・コントローラーに対応する Logic Pro。それ
ら数あるシステムの選択肢の中で、何故、Logic Proとのパートナー
として YAMAHA 01X をクローズ・アップするのでしょう ? そのポ
イントは 3 つあります。

● YAMAHA 01X は、Logic Pro/Express との密接な連携を実現
する「Logic Controlプロトコル」を高次元でサポートしている。

● YAMAHA 01Xは、ハイクオリティーな「マルチチャンネル・オー
ディオ / MIDI インターフェイス機能、及びデジタル・ミキサー
機能」 を装備している。

● Mac OS X に標準採用された「mLAN プロトコル」により、
Logic Pro/Express と YAMAHA 01X の組み合わせでのみ、多
くのクリエイターが望む、ハード & ソフトの最良の制作環境
が簡単に構築できる。

このマニュアルに記載されている製品名やメーカー名は使用許可を得
ており、法律で保護されています。Emagic、Logic Pro、Logic Expressは、
Emagic Soft- und Hardware GmbH の商標です。01X はヤマハ株式会
社の商標です。その他の製品名、商標、演奏家名は、それぞれの所有
者が権利を保有しており、Emagic 及びヤマハ株式会社とは一切関係
がありません。
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第 2章

2　mLANとは？
mLAN（エムラン）とは、電子楽器やコンピューターなどの機器同
士の接続を、容易かつ確実に行うことを主な目的として開発された
デジタルデータ転送プロトコルの名称です。 オフィスや学校で複数
のコンピューターや周辺機器をケーブルでつなぎ、データをやりと
りするネットワークを LAN（ラン）といいますが、mLAN はいって
みれば “ 音楽のための LAN” なのです。 Mac OS X では、「Mac OS X 
10.3.3」より標準採用されています。

mLAN は、業界標準規格であるハイパフォーマンスシリアルバス
「IEEE1394」（FireWire ／ i.LINK）を採用し、IEEE1394 ケーブル 1
本でマルチチャンネルのオーディオデータとマルチポートの MIDI
データを同時に高速転送可能です。大容量かつ遅延のないオーディ
オ及び MIDI のストリーミング・キャパシティは、mLAN ならでは
のものです。( 処理可能数は、Macintosh の CPU の処理能力に依存
します )。

01X も、mLAN に対応しています。従って、01X とコンピューター
がワンケーブルでシンプルに配線でき、オーディオデータと MIDI
データのより柔軟なハンドリングが実現します。

また、将来的に mLAN に対応するシンセサイザーなどの MIDI 音源
やレコーディング機器とも IEEE1394 ケーブルで接続するだけで、
環境に合わせ簡単にシステムを拡張していくことも出来るのです。

(YAMAHA mLAN8E、mLAN8P、mLAN-EX、CD8-mLAN、MY8-
mLANは、01Xとの接続に対応しておりませんのでご注意ください。)

mLAN Central
http://www.mlancentral.com

01X は、Logic Express でも使用することが可能です。
但し、以下の機能はサポートされていません。
・マーカー機能＝ [MARKER] ボタン
・ナッジ機能＝ [EDIT] ボタン
・スクラブ機能 =[SCRUB] ボタン
・一括ソロ解除＝ [SOLO] ボタン +[SHIFT] ボタン +[ON] ボタン
・パンチ・オン・ザ・フライ ( クイック・パンチ・イン / アウト )
・インプット・フェーダー・オブジェクト
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第 3章

3　セットアップ

■ Logic Pro
Logic Pro 付属のインストール・ガイドに従いインストールを行います。

■ Macintosh
Mac OS X 10.3.3 以上にアップデートを行います。

■ 01X
01X 付属の CD-ROM あるいは、ヤマハ株式会社のホームページ
(http://www.yamaha.co.jp/product/syndtm/) から、ユーティリ
ティー・ソフトウェア「mLAN Tools for Mac OS X」(mLAN Auto 
Connectorを含む)と、Studio Manager for 01Xをダウンロードします。
付属のインストールガイドに従いインストールを行います。

3.1　各種インストール

無限のクリエイティブ・ワールドを紹介する前に、まず、01X と

Macintosh とのセットアップを紹介します。

Logic Pro で 01X を使用する前に以下のインストールとアップデー

トを行う必要があります。

各インストール方法に関しては、付属のマニュアル及び、Read Me ファ
イルをご参照ください。 現時点で、既に確認されている事象などの情
報についても合わせて確認しておきましょう。

3.2　Macintoshとの接続
01X 付属の ACアダプターをコンセントに接続します。
続いて、01X 付属の FireWire ケーブルを用い、01XとMacintosh
を FireWire ポートに接続します。

接続は、これだけです。これからコンピューター・ミュージックの
世界に飛び込まれる方にとって、この上無い簡便さです。

3.3　01X の起動と設定
Logic Pro で 01X を使用するために以下の設定を行います。

3.3.1 01X の起動
まず、01X の電源を入れ、01X を起動します。

3.4 Macintosh での 01Xの認識
インストール完了後、mLAN Tools フォルダ内のmLAN Auto Con-
nector を起動します。Devices
メニューの 01X から Connect
を選択します。

これで、Macintosh で 01X の認識が完了しました。
次に mLAN Auto Connector メニューから「環境設定」を選択し、
01X のサンプリング・レートを設定します。

mLAN Auto Connector は Logic Pro で 01X を使用するために、常に
起動しています (mLAN 対応機器は全てこの mLAN Auto Connector で
Macintosh とのコミュニケーションを行います )。

Logic Pro と 01X のサンプリング・レー
トは必ず一致している必要がありま
す。Logic Pro内のオーディオ・メニュー
のサンプルレートを設定します。
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3.6 リモートモードの選択
01X本体で、Logic Proでコントロール・サーフェースとして使用可
能にする設定を行います。
MODEセクションの[UTILITY]ボタンを押し、設定画面を表示します。

3.5 ワードクロックの設定
次に 01X のワードクロックの設定を行います。
MODE セクションの [UTILITY] ボタンを押し、設定画面を表示し
ます。

W.CLK(3) を選択します。

確認メッセージ (ENABLE SURE?) と表示されます。
YES(8) を選択します。

UTILITY MENU SELECT
REMOTE PATCH    W.CLK     DIO           OSC        MIDI        PREFER   MON

ENABLE(1) を選択し、Macintosh からのデジタル信号を受信する
設定をします。

UTILITY 　mLAN  AUTO  W..CLK                                         [INT:    48kHz] 1/2
ENABLE/DISABLE

UTILITY 　mLAN  AUTO  W..CLK                                         [INT:    48kHz] 1/2
                                                                ENABLE SURE?              NO/YES

次に、Mac OS X ユーティリティー・フォルダ内の Audio MIDI 設
定を起動します。プロパティに「mLAN Network」を選択し、先程
mLAN Auto Connector にて設定したサンプリング・レイトやビット
と同様の値が、フォーマットで設定されていることを確認し、され
ていない場合は手動で変更します。（現状、ビット数は固定されてお
り変更することができません。）

mLAN Auto Connector の mLAN Auto Connector メニューの「環境設定」
で設定されているサンプリング・レートと同期されたことが確認できます。
初期状態では、AUTO(SLV)[mLAN: 48 kHz] と表示され、サンプリング・レー
トが、 48 kHz で同期されたことが確認されます。

UTILITY 　mLAN  AUTO  W..CLK           AUTO(SLV)  [mLAN:      48kHz] 1/2
ENABLE/DISABLE

01X を、スタンドアローンの単体ミキサーとして使用する場合には、
「mLAN AUTO W..CLK」の設定を、DISABLE にします。
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3.7 環境設定の保存
毎回、この設定を行うのは面倒です。
そのため、この環境設定を以下の方法で保存します。
[SHIFT] ボタンと MODE セクションの [BACK UP] ボタンを押し、
システム・バックアップを行います。

ディスプレイ上でSYSTEM BACK UP OK?と表示されたらYES(8)で、
設定を保存します。

これで、01X 起動後、すぐに Logic Proで使用できる環境が保存さ
れました。

3.8 ミキサー設定
フィジカル・コントローラーでもあり、デジタル・ミキサーでもあ
る01Xは、Macintosh 及び、Logic Pro と接続・起動している時にも、
スタンドアローン使用時と同様に、高品位なデジタル・ミキサーと
しても機能します !これは、Logic Pro と共に、01Xを使用する大き
なメリットの一つです。

まず、01X のミキサーに入力されたオーディオ信号を Logic Pro に
送る設定をします。(01X → Logic Pro )

②次にMIXER/LAYER セクションの [1-8] ボタンを押します。

BACK UP は 01X のシステム環境設定の保存エリアになります。

UTILITY         BACKUP
                       SYSTEM                  BACKUP OK?                            NO/YES

① MODEセクションの [INTERNAL] ボタンを押します。

REMOTE(1) を選択します。

LOGIC(2) を選択します。

UTILITY MENU SELECT
REMOTE PATCH    W.CLK     DIO           OSC        MIDI        PREFER   MON

確認メッセージ (LOGIC SURE?) と表示されるので、YES(8) を選択
します。

UTILITY REMOTE SELECT                                                          [GENERAL] 1/3      
GENERAL LOGIC   CUBASE SONAR    DP

UTILITY REMOTE SELECT                                                      [GENERAL] 1/3      
                                                                LOGIC SURE?                  NO/YES
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④次に各フェーダーの値をを0dBに設定します。ここで、フェーダー
をゆっくり操作するのは面倒です。

　1 ～ 8 のチャンネル・ノブを押すことで、自動的に 0dB に設定
されます。

　早くも、01X のモーター・フェーダーの威力が発揮されました。

次に、Logic Pro から出力されたオーディオ信号を 01X に送る設定
をします。(Logic Pro → 01X)

①MIXER/LAYERセクションのmLAN 9-16(mLAN出力チャンネル1
～8)ボタンを押し ,各フェーダーを -∞ dBから0dBに設定します。

③ CH 1 ～ 8 の表示に切り替わり、フェーダーが -∞ dB の値に自
動で切り替わります。

 CH1 CH2 CH3 CH4 CH5 CH6 CH7 CH8    
 - ∞ - ∞  - ∞ - ∞  - ∞  - ∞  - ∞  - ∞    

②さらに、MIXER/LAYER セクションの [17-24](mLAN 出力チャン
ネル 9 ～ 16) ボタンを押し、各フェーダーを - ∞ dB から 0dB に
設定します。

これで 01X の全ての入力信号を、Logic Pro へ送る設定と、Logic Pro
からの全ての出力信号を、01X へ送る設定が完了しました。ここでは、
便宜上レベル設定を全て 0dB に設定しましたが、使用環境に合わせて
適宜設定を行います。

3.9 ミキサー設定の保存 (シーンのストア )
この設定を毎回行うのは面倒です。そこで、このミキサー設定をシー
ン設定として保存します。

① MODE セクションの SCENE ボタンを押し、SCENE LIBRARY の
保存メニューを表示します。

SCENE LIBRARY                                                                     SCENE No. [00]
  *  00 [Initial Data                           ]        RECALL/STORE /CLEAR/PROTECT

 CH1 CH2 CH3 CH4 CH5 CH6 CH7 CH8    
 0.0 0.0  0.0 0.0  0.0  0.0 0.0 0.0    

 mL1 mL2 mL3 mL4 mL5 mL6 mL7 mL8    
 - ∞ - ∞  - ∞ - ∞  - ∞  - ∞  - ∞  - ∞    

 mL1 mL2 mL3 mL4 mL5 mL6 mL7 mL8    
 0.0 0.0  0.0 0.0  0.0  0.0 0.0 0.0    

 mL9 mL10 mL11 mL12 mL13 mL14 mL15 mL16    
 - ∞ - ∞  - ∞ - ∞  - ∞  - ∞  - ∞  - ∞    

 mL9 mL10 mL11 mL12 mL13 mL14 mL15 mL16    
 0.0 0.0  0.0 0.0  0.0  0.0 0.0 0.0    
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②チャンネルノブ 1 を回し、00[Initial Data] 以外に設定します。
(00[Initial Data] は工場出荷時の設定です )。ここでは、01[No 
Data!] になっていることを確認し、STORE(6) で、設定を保存し
ます。(SCENE に名称を設定し、保存することも可能です。Logic 
Pro Setup など ...)。

③確認メッセージ (STORE SURE?) と表示されるので、YES(8) を選
択します。これで、01Xを Logic Pro で使用する準備は完了です。

SCENE は、01X のミキサー設定の保存エリアになります。

3.10 Logic Pro の設定
Logic Pro で 01Xを使用する場合、特に設定を行う必要はありませ
ん。これは Logic Control プロトコルをネイティブ・サポートしてい
る01Xの大きなメリットです。
01X が Logic Pro で認識していることを確認するには、「Logic Pro」
メニューの「環境設定」内の「コントロール・サーフェース」メニュー
の「セットアップ」を選択し、「コントロール・サーフェース・セッ
トアップ」ウィンドウを表示します。

SCENE LIBRARY                                                                     SCENE No. [00]
  *  01 [               No Data!                ]        RECALL/STORE /CLEAR/PROTECT

SCENE LIBRARY                                                                     SCENE No. [01]
     01 [               No Data!                ]        STORE SURE?                NO/YES

YAMAHA 01X のアイコンが表示され、01X が認識されていること
が確認できます。

Module名がLogic Controlとして表示
されているのは、01XがLogic Control
プロトコルを採用している証です。画
面左側びパラメータ・ボックス内で
Out/Inポートが Plug1と表示されて
いるのを確認してください。これは、
01X内のMIDIポートを正しく認識して
いる状態を意味します。

01X は、MIDI ポートが 5 ポートあり、内部の MIDI ポート ( 外的には
見えない MIDI ポート )Plug 1 ポートは、Logic Pro をコントロールす
るために使用するポートになります。

3.11 Logic Pro の認識確認
もし、Logic Pro を起動し、01X が認識されていない場合は、セッ
トアップ・ウィンドウ内で以下の設定を行います。

■ 01Xのアイコンが表示されている場合
セットアップ・ウィンドウ内で01Xアイコンが表示されている場合、
MIDI ポートの認識は正常に行えていると判断ができます。

この場合、セットアップ・ウィンドウで 01X アイ
コンを、マウスで上下にスライドすることで、01X
側にリセット情報を送ります。
01X のフェーダーが、呼応するように上下にスラ
イドし、リセットがかかり、Logic Pro が 01X を
認識します。(この時、01X は PAGE セクションの
[REMOTE] ボタンが点灯した状態「リモートモード」
である必要があります。)

Logic Pro Ver.6.4.1 以前をご使用の場合、01X は Emagic Logic Control
として認識されますが、ご使用上問題はございません。なお、操作方
法に関しましてはVer.6.4.2以降と共通となります。(Ver.6.4.2以降推奨 )

↑

↓
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■ 01X のアイコンが表示されていない場合
セットアップ・ウィンドウ内で 01X アイコンが表示されていない
場合、以下の確認を行います。

①セットアップ・ウィンドウ内の「Install」メニュー
から「Install」を選択し、Install ウィンドウを
表示します。

② 01X を選択し、[Add] ボタンをクリックします。

③ 01X のアイコンが表示されたら、画面左側のパラメータ・ボッ
クスで MIDI ポートを In/Out ともに Plug 1 に設定します。

→

01X は、MIDI ポートが 5 ポートあり、内部の MIDI ポート ( 外的には
見えない MIDI ポート )Plug 1 ポートは、Logic Pro をコントロールす
るために使用するポートになります。

④ MIDI ポートを設定することで、Logic Pro は、01X を自動認識
します。

もし、01X が認識されない場合、前述の行程を行った旨を株式会社ミ
ディア・ユーザーサポートまでご連絡ください。
また、MIDI ポート (Plug 1 ～ 5) が表示されない場合、ヤマハ株式会社・
CBX インフォメーションセンターまでご連絡ください。

Logic Pro での 01Xの認識操作は以上で終了です。

基本的には何も行う必要はありません。この簡便さが、Logic Con-

trol プロトコルを高次元でサポートしている01X の大きなアドバン

テージの一つです。

01Xのファーム・ウェアのアップデート(01X本体のEPROMの書き換え)
は Logic Pro からは一切行えません。従って、01X が Emagic Logic 
Control として認識されている場合に表示されるセットアップウィンド
ウ内の [Write Firmware] ボタンは絶対にクリックしないでください。

以下のファーム・ウェアのアップデートを促すダイアログが表示され
た場合、必ず、[Cancel] ボタンをクリックしてください。Logic Pro か
らのアップデートは絶対に行わないでください。

→
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第 4章

4　オペレーション

Logic Pro で 01X をコントロール・サーフェースとして使用する場
合は、必ず MODE セクションの [REMOTE] ボタンを押します。

4.1　モードの選択

この章からはいよいよ実際のオペレートです。
まずは、Logic Pro のオペレートに順じながら、01X の一つ一つの
操作に慣れていきましょう。

MODE セクションの [INTERNAL] ボタンは、01X 内部のミキサー設定
を行うモードです。従って、Logic Pro で 01X をコントロール・サー
フェースとして使用する場合は [REMOTE] ボタンを選択します。

01X のディスプレイ表示を確認すると、Logic Pro で起動したソ
ングのミキサー設定と連動していることが確認できます (01X の
フェーダー操作を行っていない場合、ディスプレイ表示は Pan が表
示されます )。

4.2　ウィンドウの開閉

① 01X の [SHIFT] ボタンを押しながら [F2] ボタンを押します。
　すると、トラックミキサー・ウィンドウが表示されます。

+

 Audio1 Audio2 Audio3 Audio4 Audio5 Audio6 Audio7  Audio8
 Pan Pan  Pan  Pan Pan Pan Pan Pan

+

[SHIFT] ボタンと [Function] ボタン 1 ～ 8 の組み合わせにより Logic 
Pro の以下のウィンドウを「開く / 閉じる」ことができます。

[SHIFT]+[F1]= アレンジ・ウィンドウ
[SHIFT]+[F2]=トラックミキサー・ウィンドウ
[SHIFT]+[F3]= イベントリスト・ウィンドウ
[SHIFT]+[F4]= ウィンドウを閉じる
[SHIFT]+[F5]= マトリクス・ウィンドウ
[SHIFT]+[F6]= スコア・ウィンドウ
[SHIFT]+[F7]= オーディオ・ウィンドウ
[SHIFT]+[F8]=トランスポート・ウィンドウ

① 01X は 8 本のチャンネル・ストリップと、1
本のマスター・フェーダーが装備されていま
す。まず、01X のフェーダー 1 を操作してみ
ましょう。ディスプレイ表示がパンポットか
らボリューム表示に変わり、その値が dB 表示
されます。

また、[Function] ボタン 1 ～ 7 で Logic Pro のスクリーンセットを切
り替えることができます。

4.3　ボリューム /パンのコントロール

 Audio1 Audio2 Audio3 Audio4 Audio5 Audio6 Audio7  Audio8
 +0.2dB Pan  Pan  Pan Pan Pan Pan Pan
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③次にパンポットを操作してみましょう。
   まず、01X のチャンネルノブ 1 を操作してみ

ましょう。ディスプレイ表示が Pan と表示さ
れている状態から値表示に変わり、その値が
表示されます。

②操作に慣れたら、フェーダー 2/3、あるいは同時にフェーダー
4/5 を操作してみましょう。Logic Pro との親密な連動が図られ
ていることが確認できます。

0dB に自動的に戻すには Logic Pro 側で Option キー + フェーダー選
択で 0dB に戻ります。

④操作になれたら、チャンネルノブ 2/3、あるいは同時にチャンネ
ルノブ 4/5 を操作してみましょう。Logic Pro との親密な連動が
図られていることが確認できます。

パンポットの値を定位「0」に戻すには、01X のチャンネルノブをクリッ
クすることでセンター定位に戻ります。

NAME/VALUE ボタンを押すことで、ディスプレイ表示を常に値表示に
することも可能です。

 Audio1 Audio2 Audio3 Audio4 Audio5 Audio6 Audio7  Audio8
 +27 0  0 0 0 0 0 0

[SHIFT] ボタンを押しながら [METER] ボタンを押す
ことで、ディスプレイ画面をメーター表示にする
ことも可能です。

+

先に述べたとおり、01X は 8 本のチャンネル・
フェーダーが装備されています。Logic Pro 内の
フェーダー群を全て操作する場合は、[BANK] ボ
タン (←→ )で切り替えます。[BANK] ボタン (→ )
で切り替えてみましょう。オーディオ 9 ～ 16 に
次はオーディオ 17 ～ 24 に、Logic Pro で設定さ
れている数のオーディオ・トラックに切り替わる
ことが確認できます。

01X で扱えるのは、オーディオ・フェーダーに限りません。オー
ディオ・インストゥルメント・フェーダー、バス・フェーダーなど、
Logic Pro 内で設定されている全てのフェーダー・オブジェクトをは
じめ、外部 MIDI 音源を扱うMIDIトラックも操作することができま
す。その切り替えは、MIXER/LAYERで行います。
次々に切り替えてみましょう (図はオーディオ・インストゥルメント・
フェーダーに切り替えた様子 )。

4.4　トラックの切り替え

4.5　レイヤーの切り替え

隣り合ったチャンネルの [SEL] ボタンを同時に 2 つ押すことで、奇数、
偶数の順に隣り合うインプットチャンネル /AUX バス同士のフェー
ダーの動作や主要なパラメーターの値を簡単に、連動 ( ペアリング )
させることができとても便利です。ペア解除も同様の操作になります。

 Audio1 Audio2 Audio3 Audio4 Audio5 Audio6 Audio7  Audio8
 +27 Pan  Pan  Pan Pan Pan Pan Pan

 Audio1 Audio2 Audio3 Audio4 Audio5 Audio6 Audio7  Audio8
 ............ ............  ............ ............ ............ ............ ............ ............

 Audio9 Audio10 Audio11 Audio12 Audio13 Audio14 Audio15  Audio16
 0 0  0 0 0 0 0 0

 Instr1 Instr2 Instr3 Instr4 Instr5 Instr6 Instr7  Instr8
 0 0  0 0 0 0 0 0
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    Instr4 Instr5 Instr6 Instr7  Instr8
     -- -- -- -- --

AUDIO=
オーディオ・フェーダー
INST=
オーディオ・インストゥルメント・フェーダー、ReWire チャンネ
ル・フェーダー
MIDI=
外部 MIDI 音源を扱うトラック・フェーダー
BUS/AUX=
バス・フェーダー/オグジュアリー・フェーダー/マスター・フェーダー
OTHER=
インプット・フェーダー

例えば、オーディオ・インストゥルメント・フェーダー 1 を選択する
場合、MIXER/LAYER で、[INST] ボタンを押し、1 の [SEL] ボタンを押
します。練習してみましょう。

4.6　インストゥルメントの設定
そろそろ、オーディオ・インストゥルメントを使用して、音を出し
てみましょう。

②1の [SEL]ボタンを押し、オーディオ・インストゥルメント・フェー
ダー 1 を選択します。

③次に、[SHIFT] ボタンを押しながら、PAGE セクションの [INST]
ボタンを選択します。

① REMOTE モードの状態で、MIXER/LAYER セクションの [INST]
ボタンを押します。

+

④すると、オーディオ・インストゥルメントを選択するモードにな
ります。ディスプレイを確認すると、「－－」表示になっている
ことが確認できます。

⑤チャンネルノブ 1 を操作することで、オーディオ・インストゥル
メントが選択可能になります。3 番目に表示される ESM Mono
を選択してみましょう。ESM と表示され点滅状態になります。
チャンネルノブ 1 を押し、選択を確定します。

⑥ ES Mono のパラメータ全てが、ディスプレイ上に表示されてい
ることが確認できます。これは、Logic Control プロトコルを採
用しているコントロール・サーフェースのみが行えるファンタ
スティックなアクションなのです。

⑦それでは、チャンネルノブ 5 を操作し、レゾナンスがコントロー
ルされることを確認しましょう。感動です !

Instrument
ES M  Mono

 Glide Octave Mix Cutoff Res FltrDC FltInt FltrVl
 0.000 16 0% 59.842 0.000% 1.0 ms 0 % 0 %  

 Instr1 Instr2 Instr3 Instr4 Instr5 Instr6 Instr7  Instr8
 -- --  -- -- -- -- -- --

 Glide Octave Mix Cutoff Res FltrDC FltInt FltrVl
 0.000 16 0% 59.842 5.511% 1.0 ms 0 % 0 %  
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⑧ ES Mono のプリセット ( ▼ ) ボタンをクリック・ホールドし、
#Factory 1 の中の teebee01 を選択してチャンネルノブ 5 をグリ
グリ操作し、レゾナンスの上げ・下げを行ってみましょう。

01X のチャンネルノブはロータリー・エンコーダーを採用しているた
め、微妙なニュアンスもコントロールすることができるのです。

⑨次に、カットオフ・フリーケンシーをコントロールしてみましょ
う。チャンネルノブ 4 の Cutoff をコントロールしてみます。

ES Mono の操作可能なパラメータは全部で 16 あります。そのた
め一つディスプレイ・ページには収まりません。この場合、DIS-
PLAY[ アップ / ダウン ] ボタン ( ↑↓ ) でページを切り替えます。↓ボ
タンを押し、ページを進めます。すると、ディスプレイに 2/2 と表示
され、ES Mono の全てのパラメータが 01X でコントロールできるこ
とが確認できます。

 Glide Octave Mix Cutoff Res FltrDC FltInt FltrVl
 0.000 16 0% 47.244 5.511% 1.0 ms 0 % 0 %  

4.7　MIDI のレコーディング
次は、MIDI のレコーディングを行ってみましょう。
01X のトランスポートの [REC] ボタンを押し、ベース・フレーズを
レコーディングしてみましょう。
レコーディングが終了したら、[Stop] ボタンを押し終了します。
Stop ボタンを 2 回押すことで、曲の先頭に戻ります。[Play] ボタン
を押して、再生してみましょう。

01X は Logic Pro のトラック・オートメーション機能にも対応して
います。先ほどシンセ・ベースのフレーズをレコーディングしたト
ラックに対してオートメーション・データをレコーディングしてみ
ましょう。

①まず、インストゥルメント・トラック 1 を SEL ボタンで選択し
ます。

②次に、01X の AUTO R/W を押します。ON 1 ボタンを押し、オー
トメーションのモードを切り替えます。すると、以下の順にオー
トメーション・モードが切り替わります。

    Off= 消灯 /Latch= 赤 /Touch= 黄 /Read= 緑に切り替わります。

4.8　オートメーションのレコーディング

 Res FltrDC FltInt FltrVl VolDcy VlVelo Ovrdrv Volume
 5.511% 1.0 ms 0% 0 % 977.00 0 % 0 % 0.000  
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オートメーション・データのレコーディングは、Latch か Touch にな
ります。
Touchは、主に部分修正などを行う場合に選択します。既にオートメー
ション・データが存在する場合、そのデータが優先され、フェーダー
操作を行った場所にのみデータが記録されます。操作が終わると自動
的に以前のデータが引き継がれます。

Latch では、フェーダーを離した時の値で、上書きされていきます。

一番最初のオートメーションをレコーディングする場合は、どち
らを選択してもかまいません。

Read は記録されたオートメーション・データをプレイバック時に
反映するモードで、Off は例えオートメーション・データが記録
されていても無視するモードです。

② Latch モード ( 赤 ) に設定します。

③オートメーション・データをリアルタイムに確認するために、
Logic Pro のアレンジ・ウィンドウの表示メニューからトラック・
オートメーションを選択し、オートメーション・モードに設定
します。

④オートメーションの設定を確認するダイアログが表示されます。
   全トラックを選択した場合は、全てのトラックにボリューム情報

が表示されます。また、現在のトラックを選択した場合は、選
択したトラックのみにボリューム情報が表示されます。ここで
は、現在のトラックを選択します。

⑤まず、Fader 1 を使用してボリュームのオートメーションをレコー
ディングしてみましょう。

オートメーションのレコーディング時にはレコーディング・ボタンを
押す必要はありません。プレイ・ボタンを押すだけで、レコーディン
グが開始されます。

それではプレイ・ボタンを押しレコーディングしてみましょう。

⑥さらに、ES Mono の Cutoff のパラメータを操作して、音色の変
化をチャンネルノブ 4 の Cutoff をコントロールしてレコーディ
ングしてみましょう。

 Glide Octave Mix Cutoff Res FltrDC FltInt FltrVl
 0.000 16 0% 47.244 5.511% 1.0 ms 0 % 0 %  
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それでは、Fader5 を操作し、Resonance のオートメーションをレ
コーディングしてみましょう。レコーディングが終了したら忘れずに
[FLIP] ボタンを解除します。

⑦今度は Resonance もあわせてコントロールしてみましょう。今
回は、チャンネルノブではなく、フェーダーでコントロールを
行います。まず、[FLIP] ボタンを押します。この [FLIP] ボタン
により、チャンネルノブでコントロールする内容を、フェーダー
で操作することが可能になります。

01X はソフトウェア・インストゥルメントのエディターとしても機能
します。クリエイティビティーが増幅することでしょう。また、Logic 
Pro 6 内蔵のインストゥルメントのみならず、AudioUnits のインストゥ
ルメントも操作することもできます。

4.9　プラグイン・エフェクトのインサート
01X は、インストゥルメントのみならず、プラグイン・エフェクト
のインサート、及びコントロールも行うことができます。

①先ほどレコーディングを行ったインストゥルメント・トラックに
対して、プラグイン・エフェクトを設定します。まず、[SHIFT]
ボタンを押しながら、PAGE セクションの [PLUG IN] ボタンを 2
回押し、プラグインをインサート可能な状態にします。

②チャンネルノブ 1 を操作し、エフェクトを選択します。ここでは、
Tape Delay を選択します。インストゥルメントの設定時と同様
に、Tape Delay を選択し、チャンネルノブ 1 を押します。

④ DISPLAY[ アップ / ダウン ] ボタン ( ↑↓ ) でページを切り替えま
す。↓ボタンを押しページを進めます。すると、ディスプレイ
に 2/2 と表示され、Tape Delay の全てのパラメータが 01X でコ
ントロールできることが確認できます。

⑤DISPLAY[アップ /ダウン ]ボタン (↑↓ )の↑ボタンを押し1ペー
ジ目に戻ります。チャンネルノブ8のディレイ・ノートを変更し
てみましょう。

 Instr1 Instr2 Instr3 Instr4 Instr5 Instr6 Instr7 Instr8
 -- -- -- -- -- -- -- --

③すると、ディスプレイ上に Tape Delay のパラメータが表示され
たことが確認できます。

    Instr4 Instr5 Instr6 Instr7 Instr8
    -- -- -- -- --
Insert 1      Plug-in
Tape Delay (m/m) 

 Mix DlCors DlFine Fb HiCut LowCut SnTTmp Note
 50% 500 0.000 30 % 3900Hz 410 Hz Sync 4

 Groove Smooth FltRtR FltInt LFOSpd LFOInt Freeze DlTemp
 50 40 ms 0.0 Hz 0 % 0.20Hz 0 % OFF 120.0

 Mix DlCors DlFine Fb HiCut LowCut SnTTmp Note
 50% 500 0.000 30 % 3900Hz 410 Hz Sync 16+
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ここでは、01X のディスプレイの表示方法を解説します。
01X のディスプレイの表示方法は、以下のとおりになります。

4.10　ディスプレイの表示モードの切り替え

グローバル表示は、ソング内で設定されているオブジェクト分のト
ラックを属性別に表示します。例えば、、MIXER/LAYER で [AUDIO]
ボタンを押すとソング内で設定されているオーディオ・オブジェク
ト分のトラックを表示します。

■トラック表示とグローバル表示
トラック表示は、アレンジ・ウィンドウのトラック配列と
同一の表示を行います。
例えば、図のようにアレンジ・ウィンドウ上にオーディオ・
トラックが 4 トラックと、インストゥルメント・トラック
が 4 トラックずつ設定されている場合、01X も同一の表示
になります。01X での設定は、MIXER/LAYER で [AUDIO]、
[INST]、[MIDI]、[BUS/AUX]、[OTHER] の各ボタンが何も
押されていない状態です。

初期状態では、01X はトラック表示になっています。

トラック表示とグローバル表示の違いは、Logic Pro のトラック・ミ
キサーの Global ボタンの On/Off の表示状態と同様です。

 Audio1 Audio2 Audio3 Audio4 Instr1 Instr2 Instr3 Instr4
 0 0 0 0 0 0 0 0

■マルチ・チャンネル表示とチャンネル・ストリップ表示
　マルチ・チャンネル表示は、全体のトラックを見渡しながらミキ

シングを行う場合に有効な表示方法です。
　チャンネル・ストリップ表示は、選択トラックの内容を確認する

場合に有効な表示方法です。

表示は 8 つのフェーダー・バンクごとの切り替えに
なります。バンクの切り替えは、[BANK] ボタンで
行います。

グローバル表示から、トラック表示に切り替えるには、MIXER/LAYER
で選択しているボタンを再度押すことで、トラック表示に切り替わり
ます。

初期状態では、01X はマルチ・チャンネル表示になっています。

マルチ・チャンネル表示とチャンネル・ストリップ表示で、エフェク
トをインサートしてみましょう。

■マルチ・チャンネル表示のエフェクトのインサート
　再び、さきほど使用した ES Mono と Tape Delay をインサートし

たトラックに SilverVerb をインサートしてみましょう。
① MIXER/LAYER で [INST] ボタンを押し、インストゥルメント・

トラック 1 を [SEL] ボタンで選択します。

 Audio1 Audio2 Audio3 Audio4 Audio5 Audio6 Audio7 Audio8
 0 0 0 0 0 0 0 0

 Instr1 Instr2 Instr3 Instr4 Instr5 Instr6 Instr7 Instr8
 ES M -- -- -- -- -- -- --
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③カーソル・ボタンの↓ボタンを1回押し、スロット2に切り替え
ます。

④チャンネルノブ 1 を操作し、エフェクトを選択します。ここで
は、SilverVerb を選択します。TapeDelay の設定時と同様に、
SilverVerb を選択し、チャンネルノブ 1 を押します。

⑤すると、ディスプレイ上に SilverVerb のパラメータが表示された
ことが確認できます。

⑥今度は、インサートした SilverVerb を外してみましょう。まず、
[SHIFT] ボタンを押しながら、PAGEセクションの [PLUG IN] ボタ
ンを押します。

⑦次に、チャンネルノブ 1 を左に回し、「--」を選択し、チャンネル
ノブ 1 を押します。

⑧ SilverVerb のインサートが外れたことが確認できます。

② [SHIFT] ボタンを押しながら、PAGEセクションの [PLUG IN] ボタ
ンを押します。プラグイン・インサート・スロット1に TapeDelay が
インサートされていることが確認できます。

 Instr1 Instr2 Instr3 Instr4 Instr5 Instr6 Instr7 Instr8
 TpDela -- -- -- -- -- -- --

 Instr1 Instr2 Instr3 Instr4 Instr5 Instr6 Instr7 Instr8
 -- -- -- -- -- -- -- --

Insert 2      Plug-in
SilverVerb (m/s)

    Instr4 Instr5 Instr6 Instr7 Instr8
    -- -- -- -- --

 Mix PrDela Rflctv Roomsz HiCut LowCut Dns/TmS MdRate
 20% 20 ms 20 % 100 6000Hz 410 Hz 100 % 0.98Hz

 Instr1 Instr2 Instr3 Instr4 Instr5 Instr6 Instr7 Instr8
 SlvVrb -- -- -- -- -- -- --

 Instr1 Instr2 Instr3 Instr4 Instr5 Instr6 Instr7 Instr8
 -- -- -- -- -- -- -- --

+
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③ Ins2Pl に SilverVerb をインサートしましょう。チャンネルノブ 2
を操作し、エフェクトを選択します。ここでは、SilverVerb を選
択します。TapeDelayの設定時と同様に、SilverVerbを選択し、チャ
ンネルノブ 2を押します。

■チャンネル・ストリップ表示のエフェクトのインサート
　再び、さきほど使用した ES Monoと Tape Delay をインサートし

たトラックに SilverVerb をインサートしてみましょう。
① MIXER/LAYER で [INST] ボタンを押し、インストゥルメント・ト

ラック1を [SEL] ボタンで選択します。

② [SHIFT] ボタンを押しながら、PAGEセクションの [PLUG IN] ボ
タンを 2回押し、チャンネル・ストリップ表示に切り替えます。
Ins1Pl、Ins2Pl、Ins3Pl... と表示されます (これは、プラグイン・
スロットの1、2、3スロットを意味します )。

④すると、ディスプレイ上に SilverVerb のパラメータが表示された
ことが確認できます。

全体の操作に慣れるまで練習してみましょう。[SHIFT] ボタンを押しな
がら、PAGE セクションのボタンを 1 回押すとマルチ・チャンネル表示。
2 回押すとチャンネル・ストリップ表示ということになります。

第 5章

5　その他の操作
5.1　トランスポート・セクション

［フォワード］ボタン
ソングを早送りするボタンです。早送り中に繰り返し押すと、早送
りが加速されます。逆に［リワインド］ボタンを押すとゆっくりに
なり、繰り返し押すと次第にゆっくりになって止まり、今度は逆方
向に進む（巻き戻し）ようになります。［ストップ］ボタンを押すと
早送りが止まります。［ダイアル］を使っても早送りを停止できます。

マーカー・モードであれば、［フォワード］ボタンを押すとソング・
ポジション・ラインが直後のマーカー位置になります。

ナッジ・モードであれば、［フォワード］ボタンを押すと、ナッジ設
定モードで指定した移動の単位分、オブジェクトが右に移動します。

［リワインド］ボタン
ソングを巻き戻しするボタンです。巻き戻し中に繰り返し押すと、
巻き戻しが加速されます。逆に［フォワード］ボタンを押すとゆっ
くりになり、繰り返し押すと次第にゆっくりになって止まり、今度
は逆方向に進む（早送り）ようになります。［STOP］ボタンを押す
と巻き戻しが止まります。［ダイアル］を使っても巻き戻しを停止で
きます。

マーカー・モードであれば、［リワインド］ボタンを押すとソング・ポ
ジションが直前のマーカー位置になります。

ナッジ・モードであれば、［リワインド］ボタンを押すと、ナッジ設定モー
ドで指定した単位分、オブジェクトが左に移動します。

 Instr1 Instr2 Instr3 Instr4 Instr5 Instr6 Instr7 Instr8
 ES M -- -- -- -- -- -- --

 Ins1PI Ins2PI Ins3PI Ins4PI Ins5PI Ins6PI Ins7PI Ins8PI
 TpDela -- -- -- -- -- -- --

 Ins1PI Ins2PI Ins3PI Ins4PI Ins5PI Ins6PI Ins7PI Ins8PI
 TpDela SlvVrb -- -- -- -- -- --

+
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繰り返し範囲の先頭や末尾にマーカーを置いておくと便利です。前述
の［リワインド］ボタン、［フォワード］ボタンでマーカー間を移動す
れば SPL の位置も変わり、自動的に繰り返し範囲が隣接するマーカー
間に変わります。さまざまなボタンの組み合わせを試みてください。

［ストップ］ボタン
トランスポート機能の全てを停止します。もう一度［ストップ］ボ
タンを押すとソングの先頭に戻ります。また、サイクル・モードな
らば直近のサイクル範囲の先頭に戻ります。［ストップ］ボタンを繰
り返し押すと、停止した時点の位置と先頭位置を交互に行き来でき
ます。

［プレイ］ボタン
現在のソング位置から再生します。繰り返しモードならば、もう一
度押すと繰り返し範囲の先頭から再び再生されます。

［レコード］ボタン
選択された MIDI トラック、オーディオ・トラック、オーディオ・
インストゥルメント・トラックに対し、録音を始めます。

［ダイアル］および［SCRUB］ボタンは、トランスポート部のさまざ
まな機能と組み合わせて、ソング上の位置決めに使うことができま
す。使い方は、単にダイヤルを回すだけです。スクラブ・モードを
切り替えると、［ダイアル］の動作が変わります。

・ [SCRUB］モードがオフの場合： 
　［ダイアル］を回すとソング・ポジション・ラインが動き

ます。
・ [SCRUB］モードがオンの場合： 
　［ダイアル］を回すとトラック上の音声を断片的に聴き

ながらソングの位置決めをすることができます。

5.3　MARKERボタン
マーカーの生成や削除、マーカー位置へのジャンプなどに使います。
マーカー・モードには、「マーカー実行モード」、「マーカー設定モー
ド」の2つのモードがあります。
5.3.1 マーカー実行モード

［MARKER］ボタンを押すと「マーカー実行モード」に入ります。こ
のモードでは、既にマーカーが設定されている場合、［FAST FWD］
ボタン、［REWIND］ボタンの動作が変わり、前後のマーカー位置に
ソング・ポジションが飛ぶようになります。

もう一度［MARKER］ボタンを押すと通常の動作に戻ります。このモー
ドでは、マーカー単位でソング・ポジションを設定する ( 飛ばす )こ
とが可能です。尚、［チャンネル・ノブ］は通常どおりの目的で使え
ます。

5.3.2 マーカー設定モード
［SHIFT］ボタンを押しながら［MARKER］ボタンを押すと「マーカー
実行モード」に入ります。ディスプレイにはに3つの機能が表示され、
その各機能は［チャンネル・ノブ］で実行できます。

+

      Cr w/o Create Delete
        --
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・ ［チャンネル・ノブ 6］  ＜ Cr w/o ＞
 　マーカーを生成します。小節線の位置に揃えることはなく、自由

な位置にマーカーを生成します。
・ ［チャンネル・ノブ 7］  ＜ Create ＞ 
 　マーカーを、一番近い小節線の位置に生成します。
・ ［チャンネル・ノブ 8］  ＜ Delete ＞ 
 　ソング・ポジションがある位置のマーカーを削除します。

それぞれの［チャンネル・ノブ］ボタンを押すと、現在のソング・
ポジション位置にマーカーを生成する、あるいは削除することがで
きます。

マーカーの生成／削除操作には、［ダイアル］を組み合わせて使うと便
利です。ダイアルを回して位置を合わせ、該当する機能の［チャンネル・
ノブ］ボタンを押してください。

大雑把に位置を決めるだけならば、単にダイアルでソング・ポジショ
ンを動かせばよいでしょう。

細密に位置決めを行う場合は、［SCRUB］ボタンを押してからダイアル
でソング・ポジションを動かしてください。

もう一度［MARKER］ボタンを押すと、マーカー設定モードを抜けるこ
とができます。

マーカーを設定することにより、1 ～ 5 のマーカーは各々の [ チャンネ
ル・ノブ ] で各マーカーに飛ばすことができます。設定されたマーカー
部分は〈INSIDE〉と表示されます。

[MARKER] モードと [NUDGE] モード (EDIT ボタン ) は専用モードとして
作用します。一方のモードを有効にすると他方は自動的に無効になり
ます。

5.4　EDIT ボタン
リージョン、シーケンス、イベントを選択しておき、［EDIT］ボタン
で位置を微調整できます (ナッジ操作 )。
ナッジ・モードには、「ナッジ実行・モード」、「ナッジ設定・モード」
の2つのモードがあります。
5.4.1ナッジ実行・モード

［EDIT］ボタンを押すと［フォワード］ボタン、［リワインド］ボタ
ンの動作が変わり、リージョン、シーケンス、イベントの位置を、ナッ
ジ設定モードで定義した単位で微調整できるようになります。
もう一度［EDIT］ボタンを押すと通常の動作に戻ります。

このモードでは、オブジェクトの位置を微調整できますが、［チャン
ネル・ノブ］は通常どおりの目的で使えます。

5.4.2 ナッジ設定・モード
［SHIFT］ボタンを押しながら［EDIT］ボタンを押すと「ナッジ設定モー
ド」に入ります。ディスプレイに8 つの機能が表示され、その各機
能は［チャンネル・ノブ］で実行できます。

 Marker1 Marker2 Marker3 Marker4 Marker5 Cr w/o Create Delete
   INSIDE     

 Nudge Pickup Bar Beat Format Ticks Frames Fram/2
 Bar  1   1   1   1     

+
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・ [ チャンネル・ノブ 1］  ＜ Nudge＞ 
 　［リワインド］、［フォワード］ボタンを押すごとに、選択されたオ

ブジェクトが前後に動く単位を設定します。
・ [ チャンネル・ノブ 2］  ＜ Pickup＞ 
 　現在ソング・ポジションがある位置に移動します。
・ [ チャンネル・ノブ 3］  ＜ Bar ＞ 
 　1小節単位で動かすよう設定します。
・ [ チャンネル・ノブ 4］ ＜ Beat ＞ 
 　拍子の単位（拍子記号の分母）単位で動かすよう設定します。
・ [ チャンネル・ノブ 5］  ＜ Format ＞ 
　ソングのフォーマット値（サブ・ディビジョン、1/16など）単位

で動かすよう設定します。
・ [ チャンネル・ノブ 6］  ＜ Ticks ＞ 
　ティック単位で動かすよう設定します。
・ [ チャンネル・ノブ 7］  ＜ Frames ＞ 
　SMPTEのフレーム単位で動かすよう設定します。
・ [ チャンネル・ノブ 8］ ＜ Fram/2＞
　 SMPTEフレームの1/2単位で動かすよう設定します。

カーソル・ボタンは、オブジェクト選択の便宜のため、コンピューター
側のカーソル・キーの代わりに使えるようになっています。

もう一度［EDIT］ボタンを押すと、ナッジ設定モードを抜けることが
できます。

5.5　LOOPボタン

次のように操作することで、サイクル・マーカーで定義された繰り
返し範囲内の、ある点に位置付けることができます。

① [MARKER］ボタンを押して、マーカーをアクティブ化してくだ
さい。

② [LOOP］ボタンを押し、サイクル・モードをアクティブにします。

③［フォワード］ボタンを押します。すると、次のマーカー・ポイ
ント間に、サイクル範囲が移動します。

④［リワインド］ボタンを押します。すると、前のマーカー・ポイ
ント間に、サイクル範囲が移動します。

5.5.1 サイクル実行・モード

サイクル（繰り返し）モードを切り替えるボタンです。初期状態では、
先頭 2 つのサイクル・マーカーの間が繰り返し範囲として設定され
ています。
それ以降のマーカーは、サイクル範囲を延長する際の区切りとして
利用できます。

5.5.2 サイクル設定・モード
［SHIFT］ボタンを押しながら［LOOP］ボタンを押すと、サイクル
表示モードになります。

 Cycle BySel Move  Left  Right 
     1   1   1   1  5   1   1   1 

+
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・ [ チャンネル・ノブ 1］ ＜ Cycle ＞ 
　サイクルのオン／オフ状態を表示、設定できます。([LOOP］ボタ

ンを押すことと同様です )。
・ [ チャンネル・ノブ 2］ ＜ BySel ＞ 
　アレンジ・ウィンドウで選択されたリージョンまたはシーケンス

を、サイクル範囲として設定します。
・ [ チャンネル・ノブ 3］  ＜ Move＞ 
　サイクル範囲を移動します。［チャンネル・ノブ］を回して、「カチッ」

という音がなるごとに、1小節ずつ動きます。

［PAGE］セクションのボタン群のいずれかを押すと、通常のパラメータ
設定（［PAGE］セクション）モードに戻ります。

サイクル範囲の先頭および末尾が、ディスプレイのうち、［チャンネ
ル・ノブ 5～ 7］の間の部分に表示されます。

・ [ チャンネル・ノブ 5］を押すと、現在のソング位置がサイクル範
囲の先頭になります。

・ [ チャンネル・ノブ 5］を回すと、サイクル範囲の先頭が小節単位
で動きます。

・ [ チャンネル・ノブ 6］を回すと、サイクル範囲の先頭が拍（拍子
の分母）単位で動きます。

・ [ チャンネル・ノブ 7］を押すと、現在のソング位置がサイクル範
囲の末尾になります。

・ [ チャンネル・ノブ 7］を回すと、サイクル範囲の末尾が小節単位
で動きます。

・ [ チャンネル・ノブ 8］を回すと、サイクル範囲の末尾が拍（拍子
の分母）単位で動きます。

5.6　カーソル・ボタン

5.7　ズーム・ボタン

5.8　ミュートとソロ

[ カーソル ]ボタンは、アレンジ・ウィンドウでは、縦方向ボタンで
はトラックの選択を行い、横方向ボタンでは、リージョンあるいは
シーケンスの選択を行います。
各 MIDI エディタ・ウィンドウでは、横方向ボタンで、ノート・イベ
ントの選択を行います。

［ZOOM］ボタンを押すと拡大 / 縮小モードになります。[カーソル ]
ボタンは、現在アクティブなウィンドウの、上下あるいは左右の拡
大率を調整するボタンとして機能します。

+

[SOLO] ボタンを押すことで、各チャンネル・セクションの [ON] ボ
タンはソロ設定・モードになります。[ON]ボタンが押されている場合、
該当するチャンネルはソロに設定されます。また、[SOLO] ボタンが
設定されていない場合、[ON] ボタンはミュートとして機能します。

■ [ON] ボタンをソロ設定として機能させる場合

■ [ON] ボタンをソロ設定として機能させる場合

 Cycle BySel Move  Left  Right 
     1   1   1   1  5   1   1   1 
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5.9　REC RDY ボタン (レコーディング設定 )
[REC RDY] ボタンを押すことで、各チャンネル・セクションの [ON]
ボタンはレコーディング待機設定・モードになります。

■パンチ・イン /アウト

[ レコーディング ]ボタンを押すことで、レコーディング待機設定さ
れているトラックに対し、レコーディングが開始されます。

■レコーディング

パンチ・イン／アウトを行う場合は、まず、Logic 
Pro のオーディオメニュー内の [ パンチ・オン・ザ・
フライ ]にチェックを入れます。

[ プレイ ]ボタンを押し、再生を開始します。［レコーディング］ボ
タンを押すことでパンチ・インし、[ プレイ ]ボタンを押すことで、
パンチ・アウトされます。

→ →
プレイバック パンチ・イン パンチ・アウト

ソロ・モードが有効になっている状態で、［SHIFT］ボタンを押しながら、
ソロ設定されているトラックの［ON］ボタンを押すことで、ソロ設
定されている他のトラックも一斉解除されます。

+

5.11　UNDOボタン (取り消し )

[SAVE] ボタンは「保存」コマンドを実行します。初回保存時には、
保存ダイアログが表示されます。保存先を指定し、保存します。
ソング内で編集処理が施された後は [SAVE] ボタンのランプが点灯
し、保存待機状態になります。[SAVE] ボタンを押すことで、保存コ
マンドが実行されます。

5.10　SAVE ボタン (保存 )

[UNDO] ボタンは「取り消し」コマンドを実行します。取り消し可
能な回数は、「Logic Pro」メニュー内の「環境設定」の「全体設定」
内の「取り消し回数」で行います。

ソング内で編集処理が施された後に [UNDO] ボタンを押すと、取り
消しコマンドが実行されます。

■消去取り消し (REDO)
取り消し・コマンドが実行後、[UNDO] ボタンが点灯し、[UNDO] ボ
タンは「消去取り消し (REDO)」コマンド待機状態になります。消去
取り消し (REDO)・コマンドは、[SHIFT] ボタンを押しながら、[UNDO]
ボタンを押すことで、実行されます。

+

+
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第 6章

6　01Xミキサーの活用

■コンデンサーマイクの接続
接続するマイクが、コンデンサーマイクの場合には、01Xのインプッ
ト1、もしくはインプット2にマイクを接続します。この後、01Xバッ
クパネルに配置された「PHANTOM+48」スイッチをONにします。
これで、コンデンサーマイクの使用準備が整いました。

6.1　マイクの接続と設定

01X には、フルスペックのデジタルミキサーが装備されています。
Logic Pro と共に、この高品位なデジタルミキサー機能を最大限に
活用することで、従来のオーディオデバイスでは不可能であったよ
り快適な製作環境を構築できるのです。特殊な設定を行わなくても
01X 本体でレコーディング時のダイレクトモニタリングが可能であ
り、コンピューターのCPU への余分な負荷を大幅に軽減し、安定し
たミキシングを実現します。

シンプルなケースの一例として、マイクとギターの録音を例にとっ
て具体的な活用法を紹介しましょう。

マイクを 01X に接続する時には、接続するインプットのゲインが下がっ
ている事を確認してください。また、ファンタム電源を ON にする前に、
すべてのケーブルの接続とマイクのスイッチの調整を行ってください。
電源が接続されている間はマイクのケーブルを絶対にはずさないでく
ださい。

■ダイナミックマイクの接続
接続するマイクが、ダイナミックマイクの場合には、01Xのインプッ
ト３～７に接続すると良いでしょう。ただし、インプット1,2 を使
用する場合には、01X バックパネルに配置された「PHANTOM+48」
スイッチをOFFにします。
これで、ダイナミックマイクの使用準備が整いました。

ファンタム電源のスイッチは、インプット 1、2 で共通です。従って、
コンデンサーマイクとダイナミックマイクを、インプット 1、2 で同
時に使用することはできません。

■インプットレベルの調整
最良の録音結果を得るために、インプットレベルの調整はとても重
要です。一般的には、チャンネルフェーダー
を0db 付近にセットし、マイクから入力さ
れる信号の音が割れない程度の大きさま
でゲインノブをゆっくりと回しながら
調整します。

インプットレベルを01X 本体で確認するには、[SHIFT] ボタンを押
しながら [METER] ボタンを2回押し、レベルメーターの横表示を選
択します。次に、DISPLAY[アップ/ダウン]ボタン(↑↓)でインプッ
トチャンネルの入力レベル（横表示）にページを切り替えます。（こ
の時、最後のページに表示される INPUT METER POINTに "PRE-EQ"
が選択されていることを確認してください。初期状態は "PRE-EQ" に
なっています。）　

+

複数のマイクでコーラス録りをする時などには、あらかじめ各マイ
クのパンやペアリングを設定しておくと作業が効率よく行えます。
たとえば、インプット1と 2にマイクを接続し、チャンネル1のパ
ンを左端に、チャンネル 2のパンを右端に設定すればオリジナルの
ステレオイメージが維持されるわけです。

6.2　パンの設定とペアリング

METER
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②次に [SEL] ボタンを押してPANを設定したいチャンネルを選択し
ます。チャンネル１の [SEL] を押します。

③ PAGEセクションの [PAN] ボタンを押して、ディスプレイにPAN
を表示させます。PANが表示されないときは複数回ボタンを押し
ます。

■ペアリング（ペア設定）
この機能を使えば、2 つの並んだチャンネルをステレオのペアとし
て設定できるので、シンセサイザー、CDプレーヤーなどのステレオ
ソースを使うときに大変便利です。

01X では、隣り合ったチャンネルの [SEL] ボタンを同時に2つ押す
ことで、奇数、偶数の順に隣り合うインプットチャンネル /AUX バ
ス同士のフェーダーの動作や主要なパラメーターの値を簡単に、連
動 ( ペアリング )させることができます。ペア設定の解除も同様の操
作になります。

④では、チャンネル1のパンを操作してみましょ
う。まず、01Xのチャンネルノブ1を操作して
みましょう。ディスプレイ表示が Panと表示さ
れている状態から値表示に変わり、その値が表
示されます。

NAME/VALUE ボタンを押すことで、ディスプレイ表示を常に値表示に
することも可能です。

 CH1 CH2 CH3 CH4 CH5 CH6 CH7 CH8 
 L63 Pan Pan Pan Pan Pan Pan Pan

①隣り合ったチャンネル1と2の [SEL] ボタンを同時に押します。

②ディスプレイに、「CH1→ CH2」、「CH1← CH2」、「RESET-BOTH」、
「CANCEL」の表示がされるので、目的に応じて選択してください。
録音前にペア設定するのであれば、「RESET-BOTH」を選んで始め
から設定すると良いでしょう。
フェーダーを1つ動かすと、ペア設定したもう一方も動くのを確
認してください。また、1つのチャンネルのために設定したミキ
シングは、自動的にもう一方にも設定されます。

ペア設定したチャンネルのフェーダーの両方を、同時に触って操作し
ないでください。両方同時に操作すると、モーターが故障するおそれ
があります。

PAGEセクションの [SELECTED CHANNEL] ボタンを押すと、セレクテッ
ドチャンネルモードとマルチチャンネルモードを切り替えることがで
きます。（表示例と表示が異なる場合には、[SELECTED CHANNEL] ボ
タンが点灯していないか確認してください。）

セレクテッドチャンネルモードでは、[SEL] ボタンで選んだチャンネル
に関するすべてのパンパラメーター値を確認したりエディットしたり
できます。一方、マルチチャンネルモードでは、複数チャンネルに関
する 1 つのパラメーター値を確認したりエディットしたりできます。　

■パンの設定
① MODEセクションの [INTERNAL] ボタンを押します。

 PAN 
 L63 CENTER CENTER CENTER CENTER CENTER CENTER CENTER

 CH1 CH2 CH3 CH4 CH5 CH6 CH7 CH8 
 CH1 → CH2 CH1 ← CH2 RESET-BOTH CANCEL
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① MODEセクションの [INTERNAL] ボタンを押します。

②マイクを接続したチャンネル1の [SEL] ボタンを押して、EQを設
定したいチャンネルを選択します。

③ PAGEセクションの EQ[LOW]、[LOW-MID]、[HIGH-MID]、[HIGH]
ボタンのいずれか押して、ディスプレイに該当する EQ パラメー
ターを表示させます。ここでは [LOW]ボタンを押します。

⑤では、チャンネル1の EQ を操作してみましょう。01X のチャン
ネルノブ6を操作してみましょう。ディスプレイ表示が EQL-Gと
表示されている状態から値表示に変わり、その値が表示されます。
オーディオ音声の低域の音質が変化しているのが確認できます。
チャンネルノブ 4、5を操作するとそれぞれ音質変化の特性をコ
ントロールすることができます。

NAME/VALUE ボタンを押すことで、ディスプレイ表示を常に値表示に
することも可能です。

④今回は、PAGEセクションの [SELECTED CHANNEL] ボタンを点灯
させ、セレクテッドチャンネルモードに切り替えてみましょう。

  EQ LOW                                 SEL<CH1  >    
  EQ-ON        ATT                          EQL-Q       EQL-F       EQL-G                  

② PAGEセクションの [SELECTED CHANNEL] ボタンを点灯させ、セ
レクテッドチャンネルモードに切り替えます。

①マイクを接続したチャンネル1の [SEL] ボタンを押して、EQライ
ブラリーを適用したいチャンネルを選択します。  EQ LOW                                 SEL<CH1  >    

  EQ-ON        ATT                          EQL-Q       EQL-F       EQL-G                  

 EQ-ON ATT EQHM-Q EQHM-F EQHM-G SEL<CH1>
 ON 0.0 0.70 4.00k 0.0

セレクテッドチャンネルモードでは、[SEL] ボタンで選んだチャンネルに
関するすべてのパラメーター値を確認したりエディットしたりできます。

EQとはイコライザーの略で、これによりオーディオの音質を変えます。
01Xには 4バンドのパラメトリック EQが各チャンネルに装備されて
いるので、従来では不可能であった多彩な音作りが可能です。まず、
接続されたマイクから入力された音声をモニターしながら、EQ の調
節をしてみましょう。

6.3　EQをかける

EQ については、録音のあとでも音作りができるので、録音前の段階で
あまり多用しすぎないようにしておきましょう。

■ EQライブラリーの活用
サウンドに対して適切な EQ 処理を行うためには、技術とコツが必
要です。01Xには、入力／再生されるオーディオ音声の音質に最適
化されたさまざまな EQライブラリー（プリセットプログラム）が
用意されています。不慣れなうちは、EQ ライブラリーからそのま
まEQ設定を使用してもよいでしょう。また、上級者の方もEQライ
ブラリーの中からイメージに近いサウンドを選び、さらに詳細にエ
ディットすることで、より素早く思い通りのイコライジングを行う
ことができます。
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⑤ライブラリー番号を選択したら、チャンネルノブ5（RECALL）を
押し、続いて「RECALL SURE? NO/YES」と表示されますので、
ライブラリーの適用をキャンセルする場合はチャンネルノブ 7

（NO)、ライブラリーを適用する場合はチャンネルノブ 8（YES）
を押します。* 25 [Male Vocal 1] を選択してみましょう。

① MODEセクションの [INTERNAL] ボタンを押します。

ボーカルの音量の変化が大きかったり、ベースのレベルの変動が激
しすぎたり、ギターのコンプレッサーが十分でなかったりする場合
には、各チャンネルに内蔵されたダイナミクスを活用しましょう。
この効果により荒れたサウンドを整え、より落ち着いたサウンドを
作れます。

6.4　ダイナミクスを使う

自然でノイズの少ないサウンドにするには、コンプレッサーをミキシン
グ全体にではなく、個々の入力ソース / 楽器音別にかけるようにします。

②マイクを接続したチャンネル1の [SEL] ボタンを押して、ダイナ
ミクスを設定したいチャンネルを選択します。

③ PAGEセクションの [DYNAMICS] ボタンを押して、ディスプレイ
にダイナミクスパラメーターを表示させます。

④今回は、PAGEセクションの [SELECTED CHANNEL] ボタンを点灯
させ、セレクテッドチャンネルモードに切り替えてみましょう。

セレクテッドチャンネルモードでは、[SEL] ボタンで選んだチャンネルに
関するすべてのパラメーター値を確認したりエディットしたりできます。

⑤では、チャンネル1のダイナミクスを操作してみましょう。各チャ
ンネルノブを操作してみましょう。ディスプレイ表示が各パラメー
ター名から値表示に変わり、その値が表示されます。各チャンネ
ルノブを回すことで、割り当てられたダイナミクスパラメーター
の調整をします。

NAME/VALUE ボタンを押すことで、ディスプレイ表示を常に値表示に
することも可能です。

コンプレッサーは、ダイナミクスの種類のひとつで、入力された音が
設定した音量より大きい場合には音量を押し下げ、逆に小さい時は音
を持ち上げることにより、トータルの音量差を均一化させるための機
能です。

④チャンネルノブ1を操作して、ライブラリーの番号を選択します。
プリセットライブラリー (01 ～ 40) は、ナンバーの前にアスタリ
スク (*) が表示され、変更できません。

③同じバンドの EQボタンを続けて2回押します。（例：[EQ LOW]
ボタン + [EQ LOW]ボタン )

自分で調整した EQ 設定を、オリジナルの EQ ライブラリーとして名称
を設定し、保存することも可能です。（41 ～ 128 まで）

 DYNAMICS PARAM.[COMP  ] SEL<CH1>
 DYN-ON  THRESH RATIO ATTACK RELEAS GAIN KNEE

 DYN-ON  THRESH RATIO ATTACK RELEAS GAIN KNEE
 OFF  - 8.0 2.5:1 60ms 229ms 0.0 2

 EQ LIBRARY SEL<CH1>
 ＊ 01 [Bass  Drum  1         ] RECALL/STORE/CLEAR



Logic Pro & 01X 操作ガイド56 Logic Pro & 01X 操作ガイド 57

② PAGEセクションの [SELECTED CHANNEL] ボタンを点灯させ、セ
レクテッドチャンネルモードに切り替えます。

①マイクを接続したチャンネル1の [SEL] ボタンを押して、ダイナ
ミクスライブラリーを適用したいチャンネルを選択します。

⑤ライブラリー番号を選択したら、チャンネルノブ5（RECALL）を
押し、続いて「RECALL SURE? NO/YES」と表示されますので、
ライブラリーの適用をキャンセルする場合はチャンネルノブ 7

（NO)、ライブラリーを適用する場合はチャンネルノブ 8（YES）
を押します。* 28 [Solo Vocal 1] を選択してみましょう。

■センドエフェクトの接続設定
01X には、各インプットチャンネル上の 4 バンド EQとダイナミク
スプロセッサーに加えて、2 系統の独立したエフェクトが搭載され
ており、内蔵されたAUX1 ～ 4までのエフェクト（AUX）センドの
経路は、初期状態で AUX1/2 が外部エフェクト用、AUX3/4が内蔵
エフェクト（EFFECT1 、EFFECT2）用として接続されています。

6.5.1　センドエフェクトの選択

88.2kHz/96kHz 動作時に使用できる内蔵エフェクトは、1 系統（エフェ
クト１）のみとなります。

② PAGEセクションの [EFFECT] ボタンを押します。このボタンは、
EFFECT 1と EFFECT 2 を交互に切り替えます。ここでは必要に応
じてDISPLAY[ ∧ ]( アップ ) ボタンを押して、EFFECT 1を選びま
しょう。

① MODEセクションの [INTERNAL] ボタンを押します。

■ダイナミクスライブラリーの活用
サウンドに対して適切なダイナミクス処理を行うためには、EQと同
様に技術とコツが必要です。01Xには、録音中、録音後のサウンド
を調整／加工するために最適化されたダイナミクスライブラリー（プ
リセットプログラム）が用意されています。不慣れなうちは、ダイ
ナミクスライブラリーからそのままダイナミクス設定を使用しても
よいでしょう。また、上級者の方もダイナミクスライブラリーの中
からイメージに近いサウンドを選び、さらに詳細にエディットする
ことで、より素早く思い通りのダイナミクス効果を設定することが
できます。

④チャンネルノブ1を操作して、ライブラリーの番号を選択します。
プリセットライブラリー (01 ～ 40) は、ナンバーの前にアスタリ
スク (*) が表示され、変更できません。

③ PAGEセクションの [DYNAMICS] ボタンを続けて2回押します。

自分で調整したダイナミクス設定を、オリジナルのダイナミクスライ
ブラリーとして名称を設定し、保存することも可能です。（41 ～ 128
まで）

6.5　センドエフェクトを使って
　　  ドライ音のみを録音する

センドエフェクトとは、各チャンネルに装備されたセンドレベルと、セ
ンドリターン（初期状態では、チャンネル STI1と STI2）を利用して効
果かけるエフェクト方法で、一般的に楽曲全体に共通のエフェクトを
かけたい場合などに使用されます。

01X では、特殊な設定を行わなくてもボーカルを録音する際にモニ
ター音にだけリバーブをかけ、Logic Pro に録音する音はドライ音（原
音）のみにするといったことが簡単に行えます。これは、01X にデ
ジタルミキサーが内蔵されているからこその大きなアドバンテージ
といえます。ここでは、EFFECT1を利用してボーカルのモニター音
のみにリバーブエフェクトをかける操作を説明します。

 DYNAMICS LIBRARY SEL<CH1>
 ＊  01   [Comp                             ] RECALL / STORE / CLEAR

 EFFECT1 PATCH BYPASS   MIX TYPE[REVERB  HALL               ]
 AUX3 - - 100%
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③チャンネルノブ 3 で PATCH を AUX3、チャンネルノブ 4 で
BYPASS をオフ (--)、チャンネルノブ5でMIXを 100% に設定し
ます。この設定は EFFECT1の初期状態 (EFFECT2 のとき PATCH 
は AUX4 ) ですので、初期状態でお使いのときは、変更の必要は
ありません。

■エフェクトタイプの設定と編集
EFFECT1の初期状態では、リバーブホール (REVERB HALL) がエフェ
クトタイプとして選択されています。プリセット (1～ 43) には、ほ
かにも沢山のエフェクトタイプがあるので、好みのタイプを探して
みてください。

① PAGE セクションの [EFFECT] ボタンを押しエフェクト画面で、
DISPLAY[ ∧ / ∨ ]( アップ /ダウン )ボタンを使ってエフェクト1
ライブラリーを呼び出します。

[PAGE SHIFT] ボタンを押しながら DISPLAY[ ∨ ]( ダウン ) ボタンを押す
と、主に各グループのトップページにジャンプでき便利です。[PAGE 
SHIFT] ボタンを押しながら DISPLAY[ ∨ ]( ダウン ) ボタンを 2 回押すこ
とで、ライブラリーページに到達します。

③ライブラリー番号を選択したら、チャンネルノブ5（RECALL）を
押し、続いて「RECALL SURE? NO/YES」と表示されますので、
ライブラリーの適用をキャンセルする場合はチャンネルノブ 7

（NO)、ライブラリーを適用する場合はチャンネルノブ 8（YES）
を押します。* 01 [Reverb Hall] を選択してみましょう。

④ DISPLAY[ ∧ ]( アップ )ボタンを繰り返し押して、エフェクトパ
ラメーターページを表示させ、エフェクトをエディットします。
Reverb Hall では 4つのパラメーターページがあります。例では、
チャンネルノブ1、3、5、7を使って4つのパラメーターをエディッ
トします。

6.5.2　リターンレベルの調整
リターンレベルとは、ステレオミキシングに戻したいエフェクト信
号の量をあらわします。つまり、リターンレベルを上げれば、ミッ
クス全体的にエフェクトのかかり具合が深くなり、リターンレベル
をさげれば、ミックス全体的にエフェクトのかかり具合が浅くなり
ます。
ここでは、マルチチャンネルモード（[SELECTED CHANNEL] ボタン
が点灯していない状態）で、複数チャンネルを同時に確認しエディッ
トを行います。表示例と表示が異なる場合には、[SELECTED CHAN-
NEL] ボタンが点灯していないか確認してください。 

① MODEセクションの [INTERNAL] ボタンを押します。

NAME/VALUE ボタンを押すことで、ディスプレイ表示を常に値表示に
することも可能です。

② MASTER/LAYER セクションの [MASTER] ボタンを押します。こ
れにより、(ステレオマスター出力のための )マスターレイヤーが
選択されます。

②チャンネルノブ1を操作して、ライブラリーの番号を選択します。
プリセットライブラリー (01 ～ 43) は、ナンバーの前にアスタリ
スク (*) が表示され、変更できません。

自分で調整したエフェクト設定を、オリジナルのエフェクトライブラ
リーとして名称を設定し、保存することも可能です。（44 ～ 128 まで）.

 EFFECT1 PATCH BYPASS   MIX TYPE[REVERB  HALL               ]
 AUX3 - - 100%

 EFFECT1  LIBRARY TYPE[REVERB  HALL               ]
 ＊  01   [REVERB  HALL              ] RECALL / STORE / CLEAR

 EFFECT1 PRAMETER [REVERB  HALL      ] 1/4
 REV TIME INT.DLY HI-RATIO LO-RATIO
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③ ( エフェクト1 ・リターン用の )フェーダー7 と ( エフェクト2リ
ターン用の )フェーダー8 を、0dB近くにまで上げます。マスター
レイヤーが選択された状態では、2 つのフェーダーは現在選択さ
れているページに関係なく、AUX 3/4 のリターンレベルをコント
ロールできます。

上記の設定を行った後に、ST IN チャンネル 1/2 の AUX SEND 3 /4 を使
わないでください。この状態で ST IN チャンネル 1/2 から AUX3/4 への
センドレベルを上げると、ST IN チャンネル 1/2 自身に信号が戻される
ため、ループが発生してスピーカーが故障する原因となります。

6.5.3　センドレベルの調整
センドレベルとは、各チャンネルからAUXを経由してエフェクトに
送られる信号の量をあらわします。センドレベルの調整をすることで、
各チャンネルにかけたいエフェクトの深さを調節するができます。

① MASTER/LAYER セクションの [1-8] ボタンを押して、マイクが接
続されているインプットチャンネル１～8のレイヤーに戻ります。

② PAGEセクションの [SEND] ボタンを ( 必要に応じて複数回 )押し
て、SEND3画面を呼び出します。

③該当するチャンネルのノブで、センドレベルを調節します。（イン
プット1のセンドレベルを調整するには、チャンネルノブ1を操
作します。）調節中は、サウンドの変化を聞いてください。また、
必要に応じて手順「６．５．２」に戻ってリターンレベルを適切な
値になるよう調節します。

MASTER/LAYER セクションのボタンを押して操作するレ
イヤーを切り替えることで、他のチャンネル（mLAN9-16、
mLAN17-24）にも、同様にエフェクト処理を行うことができます。

[FLIP] ボタンをオン ( ランプ点灯 ) にすると、ノブだけでなく
フェーダーを使ってセンドレベルを調節することもできます。

上記に紹介したエフェクトのリターンレベルもしくはセンドレベ
ル、いずれかの値をー∞に設定した場合は、エフェクトサウンド
を聞くことはできませんのでご注意ください。

6.6　ギターの接続と設定

 BUS AUX1 AUX2 AUX3 AUX4 STI1 STI2
 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

 CH1 CH2 CH3 CH4 CH5 CH6 CH7 CH8
 SEND3 SEND3 SEND3 SEND3 SEND3 SEND3 SEND3 SEND3

01X は、インプット８に通常のインプット端子に加えて、エレクト
リックギター / ベースなど、出力インピーダンスの高い楽器
をダイレクトにギターの出力端子を 01X のインプット
8(HI-Z)と接続します。次にゲインノブにて、
インプットレベルの調整 ( 手順 6.1
参照 )を行います。
これで、ギターの使用準備が整
いました。

以上で、リバーブのかかったボーカルをモニターしながらもドライ
音（原音）を Logic Pro に録音できるようになりました。録音される
信号は、まったくエフェクトがかかっていないドライ音のままです
から、録音後の音作りも自由自在です。
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01Xに搭載された2系統の内蔵エフェクトをインサーションエフェク
トとして利用するためには、各エフェクトへ入力する信号にインプッ
トチャンネル、RECバス、ステレオアウトなど特定のチャンネルを
選択する必要があります。（内蔵エフェクトは、初期状態でAUX3と
AUX4にエフェクトセンドの経路が接続されています。）
今度は、エフェクト（EFFECT2）への入力信号を切り替えて、ギター
が接続されたインプット8にエフェクトをインサートしてみましょう。

6.7.1　エフェクトのインサート

88.2kHz/96kHz 動作時に使用できる内蔵エフェクトは、1 系統（エフェ
クト１）のみとなります。

② PAGEセクションの [EFFECT] ボタンを押します。このボタンは、
EFFECT 1と EFFECT 2 を交互に切り替えます。ここでは必要に応
じてDISPLAY[ ∧ ]( アップ ) ボタンを押して、EFFECT 2 を選びま
しょう。

① MODEセクションの [INTERNAL] ボタンを押します。

インサーションエフェクトとは、各インプットに挿入してチャンネル別
に効果をかけるエフェクト方法で、各チャンネルに選択的にエフェク
トの効果をかけられるため、一般的にディストーションやフランジャー
など楽器の音を作り替えてしまうような用途で使われます。

6.7　インサーションエフェクトを使って
　　  かけ録りする
01Xに内蔵されたエフェクトを利用すれば、録音前の信号をあらか
じめ01Xでエフェクト処理した上で、Logic Pro に録音を行うこと
が簡単にできます。エフェクト処理は本体に内蔵されたエフェクター
で行いますので、録音時のモニタリング・レーテンシー（信号の遅れ）
などにもわずらわされることなく、ストレスのない快適なモニタリ
ング環境を実現できるのです。例えば、01Xにギターを直接接続し、
01Xに内蔵された EQ、ダイナミクス、エフェクトで音を加工しなが
ら録音すれば、コンピューターへの余分な負荷を気にせずに、納得
いくまで音作りをすることも可能です。

エフェクトを特定のチャンネルに挿入している間、そのエフェクトは
AUX センド経由や別のチャンネルに挿入して利用することができなく
なります。

③チャンネルノブ 3 で PATCH を CH8、チャンネルノブ 4 で
BYPASS をオフ (--)、チャンネルノブ 5 で MIX を 100% に設定
します。他のチャンネルにエフェクトをインサートしたい時は、
PATCH の設定を変更して、任意のチャンネルへのインサーショ
ンエフェクトとして使用することもできます。

入力された信号は、インサーションエフェクトで処理されたあと、そ
のチャンネルに装備された EQ やダイナミクスを通って、Logic Pro に
送られます。EQ やダイナミクスを使うことで、さらに繊細な音作りが
可能となります。（手順 6.3、6.4 を参照）

■エフェクト接続に関するご注意
エフェクトへの PATCH（入力信号）設定を初期状態（AUX3 、
AUX4）から変更し、インサーションエフェクトとして利用した
後に、再度エフェクトをエフェクトセンド / リターン的な使い方
に戻したい場合には、あらためてエフェクト信号の出力先として
STIN（ステレオインチャンネル）1/2 を選びなおす必要がありま
すのでご注意ください。

②チャンネルノブ2（PATCH）を押します。さらにDISPLAY[∨ ](ダウン) 
ボタンを2回押して、INPUT PATCH （STI1-2）を選びましょう。

① MODEセクションの [UTILITY] ボタンを押します。

 EFFECT1 PATCH BYPASS   MIX TYPE[REVERB  HALL               ]
 CH8 - - 100%
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① PAGE セクションの [EFFECT] ボタンを押しエフェクト画面で、
DISPLAY[ ∧ / ∨ ]( アップ /ダウン )ボタンを使ってエフェクト2
ライブラリーを呼び出します。

③ライブラリー番号を選択したら、チャンネルノブ5（RECALL）を
押し、続いて「RECALL SURE? NO/YES」と表示されますので、
ライブラリーの適用をキャンセルする場合はチャンネルノブ 7

（NO)、ライブラリーを適用する場合はチャンネルノブ 8（YES）
を押します。* 25 [Amp Simulate] を選択してみましょう。

②チャンネルノブ1を操作して、ライブラリーの番号を選択します。
プリセットライブラリー (01 ～ 43) は、ナンバーの前にアスタリ
スク (*) が表示され、変更できません。

③チャンネルノブ1、3 を操作して、[FX1] → STI1、[FX2] → STI2 
に設定します。これで、内蔵エフェクターからの出力先を STIN（ス
テレオインチャンネル）1/2 に再設定できました。

6.7.2　インサーションエフェクトの選択
[PAGE SHIFT] ボタンを押しながら DISPLAY[ ∨ ]( ダウン ) ボタンを押す
と、主に各グループのトップページにジャンプでき便利です。[PAGE 
SHIFT] ボタンを押しながら DISPLAY[ ∨ ]( ダウン ) ボタンを 2 回押すこ
とで、ライブラリーページに到達します。

 UTILITY INPUT  PATCH  (STI1-2) 3/8
 [FX1    ] → STI1 [FX2    ] → STI2

 EFECT2  LIBRARY TYPE[REVERB  ROOM       ]
 ＊ 01 [Reverb Hall             ] RECALL/STORE/CLEAR

 EFECT2  LIBRARY TYPE[REVERB  ROOM       ]
 ＊ 25 [Amp  Simulate         ] RECALL/STORE/CLEAR

④ DISPLAY[ ∧ ]( アップ )ボタンを繰り返し押して、エフェクトパ
ラメーターページを表示させ、エフェクトをエディットします。
Amp Simulateでは3つのパラメーターページがあります。例では、
チャンネルノブ1、3、5、7を使って4つのパラメーターをエディッ
トします。

自分で調整したエフェクト設定を、オリジナルのエフェクトライブラ
リーとして名称を設定し、保存することも可能です。（44 ～ 128 まで）.

以上で、インプット8 へダイレクトに接続したギターの信号に、イ
ンサーションエフェクトを利用してディストーションをかけ、さら
には EQやダイナミクスにより加工したエフェクト済みのサウンドを
Logic Pro に録音できるようになりました。

これらの調節が終わったら、すぐにでも今まで説明してきた部分に
戻ってエフェクトの設定を変えたり、別のエフェクトタイプを試し
たくなることでしょう。さぁ、01Xと Logic Pro によってのみ実現可
能なファンタスティックなミキシングの世界で、自分のオリジナル
サウンドを創造してください。

NAME/VALUE ボタンを押すことで、ディスプレイ表示を常に値表示に
することも可能です。

 EFECT2  PARAMETER [REVERB  ROOM       ]  1/4
 REV TIME INI.DLY HI.RATIO LO.RATIO
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第 7章

7　Studio Manager for 01X

Studio Manager for 01Xを使用するために以下の設定を行います。

■ Studio Manager の導入
01X 付属の CD-ROMあるいは、ヤマハ株式会社のホームページ (http://
www.yamaha.co.jp/product/syndtm/) から、Studio Manager for 01X
をダウンロードします。その後、付属のインストール・ガイドに従いイ
ンストールを行います。

7.1　Studio Manager の起動と設定

Studio Manager for 01Xは、コンピュータの画面上で01Xの内蔵ミ
キサーの状態をグラフィカルに表示するソフトウェアです。画面上
に表示される各パラメーターと01X 本体の内蔵ミキサーは完全に同
期しますので、必要に応じてコンピュータの画面で01Xの内蔵ミキ
サーをコントロールしたり、あるいは各種設定をコンピュータのハー
ドディスクに保存したりすることが可能です。各チャンネルの EQ
カーブやダイナミクスプロセッサーのGR（ゲインリダクション）メー
ターなども表示できるため、01X 本体での操作よりも視覚的に分か
りやすく、ミキサーでサウンドを作り込みたい時に役立ちます。

Studio Manager for 01X を使用するには、あらかじめコンピューターに
mLAN Tools が正しくインストールされている必要があります。

② Studio Manager 起動時に01Xが検出されると同期設定するためのダイ
アログボックスが表示されます。01Xと Studio Manager の間のデータ
転送を設定します。01Xが検出されない場合は、新規のコンソールウィ
ンドウが開きます。

③ Studio Manager と 01Xが接続状態では、ON-
LINE インジケーターが表示されます。01Xが検
出されないと、OFFLINE インジケーターが表示
されます。

■ Studio Manager の同期
Studio Manager の起動 / 動作時に01Xが検出されると、Studio Man-
ager と 01X の間で設定を同期させるためのダイアログボックスが表示
されます。なお、「Synchronization」メニューから「Re-synchronize」
を選択すればいつでも再同期ができます。

同期進行中は 01X を操作しないでください。

■ Studio Manager の設定
「File」メニューから「Select Control Ports」を選択し、以下のダイアロ
グボックスで入出力ポート「Plug 4」を指定します。

All Lib：シーン/ライブラリーデータを同期させるかどうかを設定します。
Console->PC：このボタンをクリックすると、01X の設定が Studio 
Manager の現在のセッションに転送されます。
PC->Console：このボタンをクリックすると、現在の Studio Manager 
の設定が 01Xに転送されます。
Cancel：このボタンをクリックすると、01X と現在の Studio Manager 
のセッションが同期されないままになります。

■ Studio Manager の起動
①インストール先の「YAMAHA Tools」フォルダーを開き、「Studio Man-

ager for 01X」フォルダーの中の「SM_01X」アイコンをダブルクリッ
クします。
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7.2　コンソールウィンドウ
Studio Manager のコンソールウィンドウには、18のチャンネルモ
ジュールと1 つのマスターブロックが表示されます。LAYER 1-8 ま
たは 9-16 選択時は、インプットチャンネル1-16とステレオインプッ
トチャンネルが表示されます。LAYER 17-24またはMASTER 選択
時は、インプットチャンネル17-24と Bus (REC バス )、AUXアウト、
ステレオインプットチャンネルが表示されます。
この画面でコントロールやパラメーターをクリック /ドラッグして、
ほとんどの機能を操作できます。

セレクテッドチャンネル (Selected Channel) ウィンドウでは、各チャン
ネルのさらに詳細な情報が表示できます。

■インプットチャンネル
① このパラメーターをクリックして表示されるリスト

からインプットソースを選択します。本体 / セレク
テッドチャンネルウインドウのインプットパッチの
機能です。mLAN INPUT のチャンネルは表示のみの
機能です。

② ［BUS］ボタン：インプットチャンネル信号をバス
(REC バス ) アウトへ送ります。本体のREC バスア
サインの機能です。

③［STEREO］ボタン：インプットチャンネル信号をス
テレオアウトへ送ります。本体のステレオバスアサ
インの機能です。

④［PHASE］ボタン：チャンネル信号の位相を反転さ
せます。

⑤ ［FX1］ボタン：FX1( エフェクト1) のインサートを
オン / オフします。

⑥ ［FX2］ボタン：FX2( エフェクト2) のインサートを
オン / オフします。

⑦ ［DYN］(DYNAMICS) ボタン：インプットチャンネル
のダイナミクスプロセッサーをオン / オフします。

⑧ ダイナミクス曲線：ダイナミクスの曲線を表示しま
す。

⑨ ［EQ］ボタン：インプットチャンネルのイコライザー
をオン / オフします。

⑩ EQ 曲線：イコライザーの曲線を表示します。曲線
をドラッグすると設定変更ができます。

⑪ チャンネル番号：チャンネル番号を表示します。

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪
⑫

⑬

⑭

⑮

⑯

⑰

⑱

⑲

⑳
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⑬ パン /AUXセンドディスプレイ：パンポジションを表示し、AUX セン
ドの設定中はAUXセンドレベルを dBで表示します。

⑭ パンコントロール：インプットチャンネルのパンポジションを設定します。

⑮ ［SELECT］(SEL) ボタン：インプットチャンネルを選択します。

⑯ ［SOLO］ボタン：インプットチャンネルをソロにします。チャンネルを
ソロにするとこのボタンがオレンジ色になります。

⑰ ［ON］ボタン：インプットチャンネルをオン /オフします。チャンネル
がオンになるとこのボタンがオレンジ色になります。

⑱ チャンネルのショートネーム：チャンネルのショートネームを表示しま
す。名前の変更はクリックしてタイプします。

⑲ チャンネルフェーダー：インプットチャンネルのフェーダーです。

⑳ チャンネルメーター：インプットチャンネルの信号レベルを表示します。

⑫ 棒グラフをドラッグするか、グラフ上の任意のポイントを
クリックして AUX センドのレベルを設定します。また、
センド番号をクリックしてその AUX センドをオン / オフ
します。以下の表はAUX センドのオン / オフとプリ / ポ
スト設定によって表示が異なる AUX センドコントロール
を示したものです。AUX センドのプリフェーダー /ポスト
フェーダー切り替えは、セレクテッドチャンネル（Selected 
Channel）ウィンドウで設定します。

コンソールウィンドウ内のステレオインプットチャンネル、マスターブ
ロック、アウトプットチャンネルに関しての詳細は、付属の「YAMAHA 
01X 取扱説明書」をご参照ください。 

7.3　チャンネルの詳細設定（Selected Channel）
セレクテッドチャンネル（Selected Channel）ウィンドウでは、選択
中のチャンネルの詳細なエディットが行なえます。「Windows」メ
ニューから「Selected Channel」を選び、セレクテッドチャンネルウィ
ンドウを開きます。
画面レイアウトは選択したチャンネルによって異なり、以下の5 種
類があります。
･インプットチャンネル
･ステレオインプットチャンネル
･バス（RECバス）アウト
･ AUXアウト
･ステレオアウト

① CHANNEL SELECT/INPUT PATCH/LIBRARYブロック：チャンネル選択は、
チャンネル IDをクリックして表示されるリストから選択するか、左右
矢印のチャンネル選択ボタンをクリックします。チャンネル ID の下に
はチャンネルのロングネームも表示され、これをクリックしタイプして
名前の変更もできます。INPUT PATCH パラメーターはインプットソー
スを選択します。インプット選択は、このパラメーターをクリックして
表示されるリストから選びます (mLAN INPUTのチャンネルは表示のみ
の機能です )。［LIBRARY］ボタンをクリックするとチャンネルライブ
ラリーウィンドウが開きます。

① ② ③ ④ ⑤

⑥ ⑦

AUXセンドの状態 表示
オンまたはオフ、
レベル設定なし 濃紺の棒グラフ

オフ、プリフェーダー 緑色のアウトラインでレベルを表示

オン、プリフェーダー 緑色の棒グラフでレベルを表示

オフ、ポストフェーダー オレンジ色のアウトラインでレベルを表示

オン、ポストフェーダー オレンジ色の棒グラフでレベルを表示
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② DYNAMICSブロック：選択中のインプットチャンネルのダイナミクスコントロー
ルとグラフがあります。回転ノブでスレッショルドレベル、圧縮比、アタック / 
リリースタイム、出力ゲイン、ニーシェイプなどを設定します。GRメーターは
ダイナミクスで適用されるゲインリダクションのレベルを表示します。OUTメー
ターは出力レベルを示します。［ON］ボタンはダイナミクスをオン /オフします。

［LIBRARY］ボタンをクリックするとダイナミクスライブラリーが開きます。

③ EQUALIZERブロック：選択中のインプットチャンネルのイコライザーコント
ロールとグラフがあります。回転ノブで各バンドのゲイン、中心周波数、Qと
プリEQ減衰レベルを設定します。EQUALIZERグラフに表示されたEQ 曲線
をドラッグしてEQ を設定することもできます。［ON］ボタンはイコライザー
をオン /オフし、［LIBRARY］ボタンはEQライブラリーウィンドウを開きます。

④ BUS/PAN/レベルブロック：選択中のインプットチャンネルのルーティ
ング、パン、レベルのコントロール、［SOLO］/ ［ON］ボタンがあります。

［BUS］ボタンはチャンネルをバス (REC バス )アウトに送り、［STEREO］
ボタンはチャンネルをステレオアウトに送ります。［PAN］コントロー
ルはチャンネル信号を左右に振ります。［SOLO］ボタンはチャンネルを
ソロにし、［ON］ボタンでチャンネルをオン / オフします。チャンネル
フェーダーはチャンネルのレベルを設定します。

⑤ AUX SENDブロック：選択中のインプットチャンネルのAUXセンド用コ
ントロールがあります。回転ノブでAUXセンドのレベルを設定し、こ
のノブをクリックしてAUXセンドをオン /オフします。各AUXセンド
の下にあるボタンは、AUXセンドをプリフェーダーかポストフェーダー
に設定します。またAUX センドがペアになっているかをハートのマー
クで表示します。AUX センドがペアの場合、偶数のAUXセンドでパン
ポジションをコントロールします。

⑥ INSERT/PHASEブロック：選択中のインプットチャンネルのインサート/ フェー
ズパラメーターがあります。［F X 1 ］/［FX2］ボタンでインサートをオン / 
オフします。また、［PHASE］ボタンでチャンネルの信号位相を反転させます。

⑦ PAIR/FADER GROUP/MUTE GROUPブロック：選択中のインプットチャンネル
のペア、フェーダー、ミュートの各グループ機能があります。ハートのマーク
(ペアアイコン )をクリックしてチャンネルのペアを組んだり解除したりしま
す。また［FADER GROUP］ボタンでチャンネルをフェーダーグループに追加し、

［MUTE GROUP］ボタンでチャンネルをミュートグループに追加します。

その他、ステレオインプットチャンネル、バス (RECバス )アウト、AUX
アウト、ステレオアウトの各セレクテッドチャンネルウィンドウに関して
の詳細は、付属の「Studio Manager for 01X 取扱説明書」をご参照ください。 

7.4　ライブラリーの管理（Library）
ライブラリーウィンドウでは、01X のシーンとライブラリーの管理
が行なえます。シーンとライブラリーはコンピューターのハードディ
スクに保存できます。ライブラリーウィンドウから次のライブラリー
にアクセスできます。

ライブラリーウィンドウのレイアウトはどのライブラリーでも同じ
です（以下はシーンライブラリーの例です）。ライブラリーウィンド
ウは2 つの欄から構成されています。左欄には、現在開いているラ
イブラリーファイルのメモリーリストを表示し、右欄には、01X の
メモリーリストを表示します。
01X とライブラリーファイル間のメモリーのコピーは、この2 つの
欄の間でドラッグします。01X 内またはライブラリーファイル内で
のメモリーコピーとソートは、同じ欄内でドラッグします。（番号の
上にドロップするとコピー、番号と番号の間にドロップするとソー
トとして動作します。）いずれの場合も移動先のメモリー内容は上書
きされます。メモリータイトルの変更は、メモリーをクリックして
タイプします。

ライブラリー 開き方

シーン 「Windows」メニューから「Library」を選択

チャンネル
セレクテッドチャンネルウィンドウの［LIBRARY］ボタンを
クリックEQ（ イコライザー）

ダイナミクス

エフェクト エフェクトエディターウィンドウの［LIBRARY］ボタンをクリック

インプットパッチ
パッチエディターウィンドウの［LIBRARY］ボタンをクリック

アウトプットパッチ
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① ファイル名：現在開いているライブラリーファイルの名前です。

② ［OPEN］ボタン：ライブラリーファイルを開きます。

③ ［CLOSE］ボタン：現在開いているライブラリーファイルを閉じます。

④ ［SAVE］ボタン：現在開いているライブラリーファイルを保存します。

⑤ ［SAVE AS］ボタン：現在開いているライブラリーファイルを別名で保
存します。

⑥ TITLE 欄：メモリーリストを表示します。

⑦ PROTECT 欄：プロテクトをかけたメモリーに対し、鍵アイコンを表示
します。

⑧ INPUT PATCH LINK欄：リンクされているインプットパッチライブラリー
番号を表示します。

⑨ OUTPUT PATCH LINK 欄：リンクされているアウトプットパッチライブ
ラリー番号を表示します。

⑩ ［STORE］ボタン：選択メモリーにストアします。

⑪ ［RECALL］ボタン：選択メモリーをリコールします。

⑫ FILE 欄：現在開いているライブラリーファイルのメモリーを表示します。

⑬ INTERNAL DATA欄：選択中のライブラリーの01Xメモリーを表示します。

⑭ ［CLEAR］ボタン：選択メモリーの内容をクリアします。

⑮ ［UNDO］ボタン：最後に行なったリコール、ストア、コピー、クリア
などの操作を取り消します。

⑯ ［PROTECT］ボタン：選択メモリーのプロテクト / 非プロテクト状態を
変更します。

7.5　ルーティングの設定（Patch Editor）
パッチエディターウィンドウでは、インプット、アウトプット、イ
ンサート、エフェクト、ダイレクトアウトのパッチ操作を行ないます。
このウィンドウは3 ページあり、上部にあるタブをクリックしてペー
ジを選択します。「Windows」メニューから「Patch Editor」を選択し、
ウィンドウを開きます。

① チャンネル ID：チャンネル IDを表示する欄です。

② ロングチャンネルネーム：チャンネルのロングネームを表示する欄で
す。エディットは名前をクリックしてタイプします。

③ ［AUTO SETUP］ボタン：このボタンをクリックすると、このページのパッ
チが初期設定になります。

④ ［ALL CLEAR］ボタン：このページのパッチをすべてクリアします。

⑤ ［LIBRARY］ボタン ： インプットパッチライブラリーウィンドウを開きます。

⑥ パッチベイ：インプットポートをインプットチャンネルにパッチします。
有効なパッチは青い丸印で表示されます。パッチするにはマス目の中
でクリックします。パッチの解除は青い丸印をクリックします。

■ INPUT PATCHページ

① ② ③ ④ ⑤

⑩

⑪

⑭

⑮

⑯

⑥ ⑫ ⑦ ⑧ ⑨ ⑬

① ② ③ ④ ⑤

⑥
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■OUTPUT PATCHページ ■ EFFECT PATCHページ

① チャンネル ID：チャンネル IDを表示する欄です。

② ロングチャンネルネーム：チャンネルのロングネームを表示する欄で
す。エディットは名前をクリックしてタイプします。

③ DIRECT OUT( ダイレクトアウトポジション )：mLAN OUTに出力される
ダイレクトアウト信号の送出位置を選択します。

④ ［AUTO SETUP］ボタン：このボタンをクリックすると、このページのパッ
チが初期設定になります。

⑤ ［LIBRARY］ボタン：アウトプットパッチライブラリーウィンドウを開
きます。

⑥ パッチベイ：アウトプットポートをアウトプットチャンネルにパッチし
ます。有効なパッチは赤い丸印で表示されます。パッチするにはマス
目の中でクリックし、パッチの解除は赤い丸印をクリックします。

① A エフェクトプロセッサー1/2インプット：内蔵エフェクトプロセッサー
1/2のインプットソースを選択します。

② ［LIBRARY］ボタン：インプットパッチライブラリーウィンドウを開き
ます。

01X の内蔵エフェクトをインサーションエフェクトとして利用するため
には「EFFECT PATCH」または、コンソールウィンドウのFXボタンにより、
各エフェクトへ入力する特定のチャンネルを選択する必要があります。

（内蔵エフェクトは、初期状態で AUX3 と AUX4 にエフェクトセンドの
経路が接続されています。）

エフェクトをインサーションエフェクトとして利用した後に、再度エ
フェクトをエフェクトセンド / リターン的な使い方に戻したい場合に
は、「INPUT PATCHページ」にて「エフェクト信号の出力先としてSTIN（ス
テレオインチャンネル）1/2 を選びなおす必要がありますのでご注意く
ださい。

① ②

⑥

③ ④ ⑤ ① ②
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7.6　内蔵エフェクトの編集（Effect Editor）
エフェクトエディターウィンドウでは内蔵エフェクトプロセッサー
をエディットします。「Windows」メニューから「Effect Editor」を
選択し、ウィンドウを開きます。

① エフェクトプロセッサー選択ボタン：内蔵エフェクトプロセッサーを選
択します。

② エフェクト選択ブロック：EFFECT NAME、TYPE、IN/OUT は、選択中
のエフェクトプロセッサーにリコールされたエフェクトの名前、タイ
プと I / O 設定を表示します。エフェクト名を変更するには、EFFECT 
NAME に表示された名前をクリックしてタイプします。［LIBRARY］ボ
タンをクリックするとエフェクトライブラリーウィンドウが開きます。

③ メーター：選択中のエフェクトプロセッサーの出力メーターです。

④ エフェクトパラメーターブロック：様々なエフェクトのコントロール、
ボタン、表示があります。画面レイアウトは選択したエフェクトのタイ
プによって異なります。

⑤ ［MIX BALANCE］コントロール：ウェット /ドライ信号のバランスを調
整します。0にするとドライ信号のみとなり、100にするとウェット信
号のみ聞こえます。

⑥ ［BYPASS］ボタン：選択中のエフェクトプロセッサーをバイパスします。

7.7　01X Channel Module を使う
「01X Channel Module」とは、4バンド EQ／ダイナミクスなど01X
本体に搭載されたインプットチャンネルの信号を加工するための
チャンネルモジュールをソフトウェア化したVST ／ Audio Units 対
応プラフインエフェクトです。
このプラグインエフェクトを活用することで、ハードウェアとソフ
トウェアの垣根を取り払い、これまでにない自由度の高い音楽制作
環境を構築できるでしょう。

プラグインエフェクトの画面は、Studio Managerのセレクテッドチャ
ンネル画面を継承したユーザーインターフェースにより、エディッ
ト内容の比較も手軽に行えます。

例えば、録音時には01X 本体に入力した音声に EQ やダイナミクス
をかけてモニターしながら、コンピューターにはこれらのエフェク
トをかけずに送り、ミックスダウン時にあらためて Logic Pro に内蔵
された多彩なプラグインエフェクトと「01X Channel Module」で微
調整するという画期的な作業も可能です。

01X 付属の CD-ROM より、プラグインエフェクト（01X Channel Mod-
ule を含む）のインストールを行います。インストール方法に関しては、
別冊インストールガイド及び、Read Me ファイルをご参照ください。

① ②

④

③

⑥

⑤
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画面左上の「YAMAHA」をクリックすると、バージョン情報が表示さ
れます

イコライザーとダイナミクスにそれぞれオン / オフスイッチがついてお
り、使用しないものはオフにしておくと CPU の負荷を下げることがで
きます。

■プラグインエフェクトのインサート
Logic Pro で、「01X Channel Module」を使用するには、Logic Pro
に付属されたプラグインエフェクトと同様に、「01X Channel Mod-
ule」を使用したいトラックのプラグイン・スロットをクリックし、
[Stereo]-[Audio Units]-[YAMAHA] の中から「01X Channel Module」
を選んで、プラグインをインサートします。もちろん、01Xのリモー
トコントロール機能を使って上記の操作を行うことも可能です。

「01X Channel Module」は、ステレオチャンネル仕様のプラグイン
ですので、モノラルのオーディオトラックにプラグインをインサー
トする場合は、[Mono → Stereo]-[Audio Units]-[YAMAHA] の中から
「01X Channel Module」を選択してください。

■各部の名称と機能
① 01X LINK(01Xリンク )ボタン：オンにすると、設定ファ

イルを01X Channel Module と Studio Manager でや
りとりするためのインポート / エクスポート機能が有
効になります ( 下記参照 )。

② IMPORT( インポート )ボタン：[Import File] ダイアログ
を開きます。読み込みたい設定の含まれている、Studio 
Manager の Scene Memory( シーンライブラリー )ファ
イル (拡張子 .X1M)を選択し、[開く ]をクリックします。

③ シーンライブラリーファイルネーム表示：読み込んだ
Scene Memory( シーンライブラリー )ファイルの名前
を表示します。

④ シーン選択メニュー：読み込んだ Scene Memory( シーンライブラリー )
ファイルの任意の1シーンを選択します。シーンを切り替えると、現
在設定中のデータは失われます。

⑤ チャンネル選択メニュー：選択したシーンのどのチャンネルの設定を
01X Channel Module で使用するかを切り替えます。チャンネルを切り
替えると、現在設定中のデータは失われます。

⑥ EXPORT( エクスポート )ボタン：[Export File] ダイアログを開きます。01X 
Channel Module で編集したチャンネルの設定を、Studio Manager で読み込
み可能なチャンネルライブラリーファイル (拡張子 .X1H)として保存します。

⑦ PHASE( フェーズ )：インプットチャンネルのフェーズ (位相 )を切り替えます。
ボタンの表示がNORMALのときは正相、REVERSEのときは逆相となります。

⑧ ATT( アッテネータ )：EQに入力される信号のアッテネーターの値を dB
単位で設定します。

⑨ DYNAMICS(ダイナミクス)：ノブでスレッショルドレベル、圧縮比、アタッ
ク /リリースタイム、出力ゲイン、ニーシェイプなどを設定します。(タ
イプによりパラメーターは異なります。)01X Channel Module は、ステ
レオに対応しています。ペアに設定したチャンネルの場合でも、L/R の
入力レベルを検知して最適なダイナミクス効果を得ることができます。

⑩ GR( ゲインリダクション )メーター：リダクションレベル ( 信号レベル
の低下量 )を表示します。

⑪ OUT( 出力レベル )メーター：出力信号のレベルを表示します。

⑫ タイプ選択メニュー：呼び出したいプリセットライブラリーを選択しま
す。詳細は01X 取扱説明書のプリセットダイナミクスライブラリーリ
ストをご参照ください。

①
② ③

④
⑤

⑥

⑦ ⑧

⑨
⑩ ⑪

⑫
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01X Channel Module は、「Studio Manager for 01X」で保存したシー
ンライブラリーの中から任意のチャンネルの設定を読み込むことが
でき、また反対に「01X Channel Module」の EQ／ダイナミクス設
定を保存して「Studio Manager for 01X」でチャンネルライブラリー
として呼び出すことができるため、01Xとシーケンスソフトウェア
との間で設定情報を相互にやり取りすることが可能です。

7.7.1　データの保存と互換性

01X Channel Module で読み込める設定は Studio Manager( シーンライ
ブラリーファイル ) のインプットチャンネル (1-24) の設定のみです。

01X Channel Module のデータを Studio Manager の ST IN1/ST IN2 に読
み込んだ場合、ダイナミクスの効果は無効になります。

Studio Manager のステレオマスター /REC バスアウトプットチャンネル
には、01X Channel Module の設定を読み込めません。

■ Studio Manager のシーンを 01X Channel Module に読み込む⑬ EQUALIZER( イコライザー )：回転ノ
ブで各バンドのゲイン、中心周波数、
Qを設定します。EQUALIZERグラフ
に表示された EQ曲線をドラッグして
EQを設定することもできます。

⑭ タイプ選択メニュー：呼び出したいプ
リセットライブラリーを選択します。
詳細は 01X 取扱説明書のプリセット
EQライブラリーリストをご参照くだ
さい。

  Studio Manager での操作

① Studio Manager を使って、読み込みたい設定を含んだシーンメモリー
ファイルに名前を付けて保存します。

② コンソールウィンドウのWindowsメニューからLibraryを選択します。

③ 現在の設定を右欄 (INTERNAL DATA) の空いているメモリーにストア
します。

④ ファイルに保存したいライブラリーを左欄 (FILE) の空いているメモ
リーにドラッグ (ストア )します。

⑤ [SAVE AS] ボタンを押して ”名前を付けて保存 ” ダイアログを開き、
Scene Memory( シーンライブラリー )ファイル ( 拡張子 .X1M)とし
て保存します。

　 （1つのシーンライブラリーファイルには、99個までのユーザー設定
がまとめて保存されます。また、1つのユーザー設定には、インプッ
トチャンネル1-24までのチャンネルモジュールパラメーターがまと
めて保存されます。）

  01X Channel Module での操作

⑥ [01X LINK] ボタンをオンにします。

⑦ [IMPORT]ボタンをクリックして、”Import File” ダイアログを開きます。
読み込みたい設定の含まれている、Studio Manager のシーンライブ
ラリーファイル (拡張子 .X1M)を選択し、[開く ]をクリックします。

⑧ シーン選択メニューから読み込みたい任意の1シーンを選択します。

⑨ チャンネル選択メニューから読み込みたいチャンネルを選択します。

⑬

⑭
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■エラーメッセージ一覧

メッセージ 意味 / 対処法

Failed to open file! 
ファイルが開けませんでした。ファイルタイプが正しいかどう
か確認してください。・読み込み可能なファイルタイプ… シー
ンライブラリーファイル ( 拡張子 .X1M) 

Failed to read file! ファイルの読み込みに失敗しました。ファイルが壊れています。

Failed to write file! 
ファイルの保存に失敗しました。もう一度保存し直してくださ
い。

第 8章

8　コマンド・リファレンス
操作子 機　能 LED 注

全モード共通
[NAME/VALUE] パラメーター名 /パラメーター値表示の切り替え ‐
[SHIFT]+[NAME/VALUE] メーター表示の種類を切り替え ‐
[PAGE SHIFT]+DISPLAY[ ∧ /∨ ]
カーソル [ ∧ /∨ ]
( マルチチャネルビュー時 )
(PAN/INSTRUMENT モードを除く )

スロット番号切り替え ‐

[SHIFT] +[REMOTE] Multi Part Editor を操作するモードに入る。[ REMOTE] で解除 点滅 *5

[SEL]( 通常時 ) チャンネルの選択 点灯
/消灯 *1,2

[SEL]([SEL] 点滅時 ) フェーダーのタッチアウト (15 ページ ) 点滅→
消灯

[SEL]([AUTO EDIT] 点灯時 ) フェーダーのタッチイン (15 ページ ) 点滅

[ON]( 通常時 ) チャンネルのオン /オフ 点灯
/消灯 *1,2

[SHIFT]+[ON]( 通常時 ) 全チャンネルのオン 点灯 *1,2,
6,7

[ON]([SOLO] ボタン点灯時 ) チャンネルのソロオン /オフ 点灯
/消灯 *1,2

[SHIFT]+[ON]([SOLO] ボタン点灯時 ) マスターチャンネルを除く全チャンネルのソロオフ 消灯 *2

[ON]([REC RDY] 点灯時 ) チャンネルのREC RDY オン /オフ 点灯
/消灯 *2

[SHIFT] +[ON]([REC RDY] 点灯時 ) マスターチャンネルを除く全チャンネルのREC RDY オフ 消灯 *2

[ON]([AUTO R/W] 点灯時 ) 選択チャンネルに限り、そのチャンネルのオートメーション
状態をLatch、Touch、Read、Off の順に切り替え

点灯
/消灯 *2

[SHIFT] +[ON]([AUTO R/W] 点灯時 ) 全チャネルのオートメーション状態 (READ/OFF) を切り替え 点灯
/消灯

*2,7,
8

[AUTO EDIT] [SEL] の機能をタッチインにする。タッチ中は [ SEL] が点滅 点灯

[SOLO] [ON] の機能をソロにする 点灯
[REC RDY] [ON] の機能をREC RDY にする 点灯
[AUTO R/W] [ON] の機能をAUTO R/W にする 点灯

[AUDIO] 
グローバルビューモードをアクティブにし、オーディオトラッ
クをマルチチャンネルビューの状態で表示。もう一度押すと、
通常のトラック表示に戻る

点灯 *9

[INST]
グローバルビューモードをアクティブにし、オーディオイン
ストゥルメントトラックをマルチチャンネルビューの状態で
表示。もう一度押すと、通常のトラック表示に戻る

点灯 *9

[MIDI] 
グローバルビューモードをアクティブにし、MIDI トラック
をマルチチャンネルビューの状態で表示。もう一度押すと、
通常のトラック表示に戻る

点灯 *9

[BUS/AUX]

グローバルビューモードをアクティブにし、AUX オブジェ
クト、BUS オブジェクト、AUTIO OUTPUT オブジェクトを
マルチチャンネルビューの状態で表示。押すたびにBUS ト
ラック表示→AUX トラック表示→OUTPUTS トラック表示
→通常のトラック表示を切り替え

点灯 *9

[OTHER] 
グローバルビューモードをアクティブにし、AUDIO INPUT 
オブジェクトをマルチチャンネルビューの状態で表示。も
う一度押すと、通常のトラック表示に戻る

点灯 *9

■ 01X Channel Module の設定を Studio Manager に読み込む

  01X Channel Module での操作

① [01X LINK] ボタンをオンにします。

② [EXPORT]ボタンをクリックして、”Export File” ダイアログを開きます。

③ 設定に名前を付けて、Studio Manager で読み込み可能なチャンネル
ライブラリーファイル ( 拡張子 .X1H ) として保存します。

  Studio Manager での操作

④ Studio Manager に、チャンネルライブラリーファイルとして保存し
たファイルを読み込みます。

⑤ セレクテッドチャンネルウィンドウ (CH1－ CH24/ST IN) でチャンネ
ルセレクトセクションの [LIBRARY] ボタンをクリックして、Channel 
Library ウィンドウを開きます。

⑥ [OPEN] ボタンをクリックして手順 3 で保存したファイル ( 拡張
子 .X1H) を読み込みます。

⑦ 読み込みたいチャンネルの設定を左欄 (FILE) で選択し、右欄 (INTER-
NAL DATA) の空いているメモリーにドラッグ (ストア )します。

⑧ 手順4-3でストアした設定を選択して [RECALL]ボタンをクリックする
と、01X Channel Moduleで使用していた設定を、Studio Manager の
現在選択しているチャンネルの設定として再現することができます。
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操作子 機　能 LED 注
BANK[ ▲  / 

▲

] 表示トラックを8 チャンネル単位で切り替え ‐
[SHIFT]+BANK[ ▲  / 

▲

] 表示トラックを1 チャンネル単位で切り替え ‐
[FLIP] チャンネルノブとフェーダー機能の入れ替え 点灯
[SHIFT]+[FLIP] チェンネルノブの機能をフェーダーに割り当てる 点滅

[EDIT] ナッジオン /オフを設定 点灯
/消灯

[SHIFT]+[EDIT] ナッジオプションモードに入る ‐

[LOOP] ループオン /オフを設定 点灯
/消灯

[SHIFT]+[LOOP] サイクルオプションモードに入る ‐
[F1] ～ [F7] スクリーンセット1 ～ 7 の呼び出し ‐
[SHIFT]+[F1] ‐ トラックビューウィンドウを最前面に移動 ‐
[SHIFT]+[F2] ミキサーウィンドウを表示 ‐
[SHIFT]+[F3] リストウィンドウを表示 ‐
[SHIFT]+[F4] 選択中のウィンドウを閉じる ‐
[SHIFT]+[F5] ピアノロールウィンドウを表示 ‐
[SHIFT]+[F6] スコアウィンドウを表示 ‐
[SHIFT]+[F7] オーディオウィンドウを表示 ‐
[SHIFT]+[F8] トランスポートバーを表示 ‐
[UNDO] アンドゥ (取り消し )実行 ‐
[SHIFT]+[UNDO] リドゥ (やり直し )実行 ‐
[SAVE] セーブ (保存 )実行 点灯
[MARKER] マーカーオン /オフの切り替え ‐
[SHIFT]+[MARKER] マーカーオプションモードに入る ‐

[ ▲ ▲  ]
巻き戻し。繰り返し押すと動きが速まる
マーカーオン時は前のマーカーに移動。ナッジオン時は選択
オブジェクトを左側に移動

‐

[ 

▲ ▲

 ]
早送り。繰り返し押すと動きが速まる
マーカーオン時は次のマーカーに移動。ナッジオン時は選択
オブジェクトを右側に移動

‐

[ ■ ] 停止。停止中に押すとソングの先頭に移動 ‐
[ 

▲

] 再生 点灯
[ ● ] 録音開始。録音中は [ > ] と [ ● ] の LED が点灯 点灯
[ZOOM] ズームオン /オフの切り替え 点灯
FOOT SWITCH 1 再生 /停止 ‐
FOOT SWITCH 2 パンチイン /パンチアウト ‐
ダイアル スクラブプレイ /ソングポジション移動 (下記参照 ) ‐

[SCRUB] スクラブオン /オフの切り替え。オン時はダイアルでスクラ
ブプレイ。オフ時はダイアルでソングポジションを移動 点灯

PAN モード [PAN] ( マルチチャンネルビュー )
[PAN] → [PAN] (PAN/SURROUND のトラックパラメータービュー ) 点灯 *28

DISPLAY[ ∧ /∨ ]
カーソル [ </>]
( マルチチャネルビュー時 )

編集するパラメーターの切り替え ‐

ノブ1 ～ 8 ( 回す /回す→押す )
パラメーターの編集。モードはノブを回すと点滅表示 (ト
ラックパラメータービュー時 )となり、ノブ押しで確定 ‐

ノブ1 ～ 8 ( 押す )
( モード以外のパラメーター )

デフォルト (初期値 )に戻す ‐

EQ モード

[EQ LOW] /[EQ LOW‐ MID] / [EQ HIGH‐ MID] / [EQ HIGH] ( マ
ルチチャンネルビュー )
[EQ LOW] → [EQ LOW] / [EQ LOW‐ MID] → [EQ LOW‐ MID] / 
[EQ HIGH‐ MID] → [EQ HIGH‐ MID] / [EQ HIGH] → [EQ HIGH] 
( トラックパラメータービュー )

点灯 *10, 28

DISPLAY[ ∧ /∨ ]
カーソル [ < / > ]
( マルチチャネルビュー時 )

編集するパラメーターの切り替え ‐

操作子 機　能 LED 注
DISPLAY[ ∧ /∨ ]
カーソル [ < / > ]
( トラックパラメータービュー時 )

EQ1/2 と EQ3/4 の切り替え ‐

ノブ1 ～ 8 ( 回す ) パラメーターの編集 ‐
ノブ1 ～ 8 ( 押す )
( 編集パラメーターがタイプのとき )

EQ のバイパスオン /オフの設定 ‐

ノブ1 ～ 8 ( 押す )
( 編集パラメーターがタイプ以外のとき )

デフォルト (初期値 )に戻す ‐

SEND モード [SEND] ( マルチチャンネルビュー )
[SEND] → [ SEND] (トラックパラメータービュー ) 点灯 *11, 28

DISPLAY[ ∧ /∨ ]
カーソル [ < / > ]
( マルチチャネルビュー時 )

編集するパラメーターの切り替え ‐

DISPLAY[ ∧ /∨ ]
カーソル [ < / > ]
( トラックパラメータービュー時 )

SEND1/2 と SEND3/4... の切り替え ‐

ノブ1 ～ 8 ( 回す /回す→押す )
パラメーターの編集。センドの出力先はノブを回すと点滅表
示 (トラックパラメータービュー時 )となり、ノブ押しで確定 ‐

ノブ1 ～ 8 ( 押す )
( 編集パラメーターがセンドレベルのとき )

デフォルト (初期値 )に戻す

ノブ1 ～ 8 ( 押す )
( 編集パラメーターがPRE/POST 、ミュートのとき )

設定の切り替え ‐

PLUG‐ IN モード
[SHIFT]+[PLUG‐ IN]( マルチチャンネルビュー )
[SHIFT]+[PLUG‐ IN] → [SHIFT]+[PLUG‐ IN] ( トラックパラメー
タービュー )

点灯 *28

ノブ1 ～ 8 ( 押す )
( プラグインが割り当てられているノブ )

パラメーターページに移行。LOGIC上のエディター画面を開
く ‐

ノブ1 ～ 8 ( 回す )
( パラメーターページ )

パラメーター値の編集 ‐

ノブ1 ～ 8 ( 押す )
( パラメーターページ )

デフォルト (初期値 )に戻す (戻せないパラメーターもあり ) ‐

DISPLAY[ ∧ /∨ ]
カーソル [ < / > ]
( パラメーターページ )

ページの切り替え (LCD 右肩にPage 表示 ) ‐

[SHIFT]+[PLUG‐ IN] プラグインパラメーターページからPLUG‐ IN モードに戻る ‐

INSTRUMENT モード [SHIFT]+[INST] ( マルチチャンネルビュー )
[SHIFT]+[INST] → [SHIFT]+[INST] ( トラックパラメータービュー ) 点灯 *28

ノブ1 ～ 8 ( 回す→押す )
インサートするインストゥルメントの候補を選択。ノブを回
すと点滅表示となり、ノブ押しで確定 ‐

ノブ1 ～ 8 ( 押す )
( インストゥルメントが割り当てられているノブ )

パラメーターページに移行。LOGIC 上のエディター画面を表
示 ‐

ノブ1 ～ 8 ( 回す )
( パラメーターページ )

パラメーター値の編集 ‐

ノブ1 ～ 8 ( 押す )
( パラメーターページ )

デフォルト (初期値 )に戻す (戻せないパラメーターもあり ) ‐

DISPLAY[ ∧ /∨ ]
カーソル [ < / > ]
( パラメーターページ )

ページの切り替え (LCD 右肩にPage 表示 ) ‐

[SHIFT]+[INST] INSTRUMENT モードに戻る ‐
機能なし
[WRITE]




